


【
本
誌
の
散
策
コ
ー
ス
】

　

本
誌
は
安
佐
南
区
の
全
１０
の
公
民
館
が

共
同
で
作
成
し
ま
し
た
。

　

散
策
コ
ー
ス
は
、
地
域
性
か
ら
６
エ
リ

ア
に
分
け
て
い
ま
す
。
ま
た
、
古
代
山
陽

道
の
道
筋
に
沿
っ
た「
散
策
コ
ー
ス
①
」と
、

地
域
が
薦
め
る
古
道
に
沿
っ
て
紹
介
し
た

「
散
策
コ
ー
ス
②
」
に
分
か
れ
て
い
ま
す
。

「
散
策
コ
ー
ス
①
」
は
、『
広
島
市
の
文
化

財
第
５０
集　

古
路
・
古
道
調
査
報
告
』
掲

載
の
ル
ー
ト
で
す
が
、
推
定
が
難
し
い
ル
ー

ト
と
し
て
紹
介
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
ご
理

解
の
上
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　

上
の
鳥
か
ん
図
の
作
成
に
あ
た
っ
て
は
、

国
土
地
理
院
長
の
承
認
を
得
て
、
同
院
発

行
の
５
万
分
の
１
地
形
図
（
明
治
３１
年
）
を

使
用
し
ま
し
た
。（
承
認
番
号　
平
２８
中
使
、第
１
号
）

　

図
中
の
村
名
や
地
区
名
は
当
時
の
名
称

の
ま
ま
で
す
。

　

鳥
か
ん
図
制
作
は
、
織
田
雅
己
さ
ん
。

は
じ
め
に

古
代
山
陽
道
と
は

　

散
策
コ
ー
ス
①

　

東
野
・
古
市
エ
リ
ア

　

安
エ
リ
ア

　

伴
・
大
塚
エ
リ
ア

　

散
策
コ
ー
ス
②

　　
　

エ
リ
ア

　

佐
東
エ
リ
ア

　

戸
山
エ
リ
ア
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今
か
ら
千
三
百
年
以
上
も
前
の
飛
鳥
時
代

に
当
時
の
朝
廷
が
造
っ
た
七
つ
の
官
道
の
ひ

と
つ
「
山
陽
道
（
古
代
山
陽
道
）」
が
、
こ

こ
広
島
市
安
佐
南
区
を
通
っ
て
い
ま
し
た
。

　

古
代
山
陽
道
は
、
宮
都
（
朝
廷
所
在
地
）

と
大
陸
・
半
島
と
の
玄
関
口
で
あ
る
大
宰
府

を
結
ぶ
道
と
し
て
第
一
級
の
官
道
で
し
た
。

大
陸
と
の
盛
ん
な
交
易
に
伴
う
情
報
や
文
化

が
行
き
交
い
、
沿
道
地
域
に
も
歴
史
や
文
化

の
面
で
多
大
な
影
響
を
与
え
ま
し
た
。

　

安
佐
南
区
は
歴
史
的
色
合
い
が
濃
く
、
史

跡
や
旧
跡
な
ど
も
多
く
、
こ
れ
ま
で
に
も
地

区
ご
と
に
散
策
マ
ッ
プ
が
作
ら
れ
て
い
ま

す
。
こ
う
し
た
土
壌
が
あ
る
中
で
、
新
た
に

古
代
山
陽
道
の
道
筋
を
書
き
入
れ
た
散
策

マ
ッ
プ
を
作
り
、
古
代
人
の
行
き
交
っ
た
古

（
い
に
し
え
）
の
道
に
夢
を
は
せ
る
と
と
も

に
、
地
域
の
歴
史
と
そ
の
魅
力
を
再
発
見
し

て
い
た
だ
く
こ
と
と
し
ま
し
た
。

　

こ
の
度
の
散
策
マ
ッ
プ
作
り
に
は
、
安
佐

南
区
内
全
１０
の
公
民
館
と
そ
の
地
域
で
活
動

す
る
歴
史
に
か
か
わ
る
人
た
ち
が
共
同
で
取

り
組
み
ま
し
た
。
こ
の
散
策
マ
ッ
プ
を
活
用

さ
れ
る
こ
と
で
、
郷
土
の
歴
史
・
文
化
の
継

承
と
魅
力
の
再
発
見
が
な
さ
れ
、
文
化
的
遺

産
等
へ
の
関
心
が
さ
ら
に
深
ま
る
こ
と
を
切

に
願
っ
て
い
ま
す
。



　

駅
家
に
は
駅
長
（
え
き
ち
ょ
う
）﹇※

８
﹈

が
置
か
れ
、
駅
長
の
下
に
は
駅
馬
を
管
理

す
る
駅
戸
（
え
き
こ
）﹇※

９
﹈
が
駅
馬
の

頭
数
に
応
じ
て
置
か
れ
て
い
ま
し
た
。
さ

ら
に
、
駅
戸
の
下
に
は
１
頭
の
馬
に
対
し

６
人
の
駅
子
（
え
き
し
）﹇※

１０
﹈
が
い
て
、

馬
の
世
話
や
口
取
り
（
馬
を
誘
導
す
る
こ

と
）
な
ど
を
し
て
い
ま
し
た
。

　

駅
長
は
駅
戸
や
駅
子
の
管
理
と
駅
家
の

運
営
を
担
っ
て
お
り
、
こ
れ
ら
の
管
理
・

運
営
の
経
費
に
充
て
る
た
め
、
大
路
で
は

４
町
（
１
町
は
約
１
０
９
ｍ
四
方
）、
中

路
で
は
３
町
、
小
路
は
２
町
の
駅
田
（
え

き
で
ん
）
が
支
給
さ
れ
た
上
、
庸
・
調
は

も
と
よ
り
雑
徭
（
ぞ
う
よ
う
）
も
含
む
全

て
の
課
税
を
免
ぜ
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

　

な
お
、
駅
田
の
収
入
は
官
吏
一
行
の
食

稲
や
新
馬
購
入
費
に
も
充
て
ら
れ
て
い
ま

し
た
。

　

駅
家
の
配
置
間
隔
は
約
１６
㎞
（
当
時
の

表
示
は
今
の
里
程
と
は
異
な
り
ま
す
が
３０

里
）
と
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
山
陽
道
の

場
合
は
お
お
む
ね
１０
㎞
と
、
他
と
比
べ
短

く
設
定
さ
れ
て
い
た
よ
う
で
す
。

　

延
喜
式
に
よ
る
と
、
安
芸
国
に
は
１３
の

駅
家
が
あ
り
、
東
端
の
真
良
か
ら
西
端
の

遠
管
ま
で
右
表
の
順
で
配
置
さ
れ
て
い
ま

し
た
。
そ
の
場
所
は
、
史
料
な
ど
か
ら
比

較
し
て
推
定
（
比
定
）
さ
れ
て
い
ま
す
が
、

表
内
の
「
伴
部
」
や
「
大
町
」
の
よ
う
に

比
定
地
が
２
か
所
記
さ
れ
て
い
る
駅
家
が

あ
り
ま
す
。

　

駅
家
の
場
所
や
駅
家
と
駅
家
を
結
ぶ
道

筋
の
比
定
に
は
諸
説
あ
り
、
議
論
が
分
か

れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
解
決
に
は
、
発

掘
調
査
や
新
た
な
史
料
の
発
見
を
待
た
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

い
ず
れ
に
し
て
も
、
こ
の
安
佐
南
区
内

を
間
違
い
な
く
駆
け
抜
け
て
い
た
古
代
山

陽
道
。
宮
都
と
大
陸
・
半
島
と
の
玄
関
口

大
宰
府
を
結
び
、
ど
れ
だ
け
の
歴
史
と
文

化
を
運
ん
だ
の
で
し
ょ
う
か
。
時
に
は
外

国
の
使
節
も
行
き
交
っ
た
で
あ
ろ
う
こ
の

道
に
大
き
な
ロ
マ
ン
を
感
じ
ま
す
。

【安芸国における古代山陽道の駅とその比定地】

上段　藤岡謙二郎：『古代日本の交通路Ⅲ』昭５３
下段　広島県：『広島県史　原始・古代』昭５５による
一段は同一の比定地
広島市の文化財第五十集「古路・古道調査報告」（広島市教育委員会編）より
※表内の地名は、１９９２（平成４）年発行当時のまま

　駅鈴は駅使が朝廷から支給
されて帯同していました。駅
では馬上から駅鈴を鳴らして
身分を知らせ、駅子と駅馬を
調達することができました。
　重大な知らせを届けるとき
や税の運搬などで鳴らされた
鈴の音に、当時の人たちはど
のような思いで聞いていたで
しょうか。 駅鈴（隠岐の玉若酢命神社所蔵）

　【訳】　駅鈴（えきれい）の音を響かせる官馬に　駅舎の堤井の水を
　　　　飲ませてくださいな　お嬢さんのその手で

　駅使や駅馬のお世話をする駅子には、うら若き乙女もいたようで、
駅使とのつかの間のロマンスがあったのかもしれません。

作者未詳 万葉集 巻 14-3439

【万葉集に詠まれた駅鈴】
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大
化
の
改
新
を
果
た
し
た
七
世
紀
中

頃
、
律
令
国
家
と
し
て
の
体
制
を
整
え
た

朝
廷
は
日
本
国
土
を
畿
内
﹇※

１
﹈
と
七
道

﹇※

２
﹈（
七
つ
の
地
域
）
に
区
分
し
ま
し
た
。

そ
し
て
、
そ
の
地
域
と
の
往
来
を
迅
速
か

つ
安
全
に
行
う
た
め
の
七
つ
の
官
道
を
敷

設（
左
図
）。
そ
れ
は
、
宮
都

と
地
域
と
を
結
ぶ
直
線
的
か
つ
短
距
離
を

目
指
し
た
道
で
し
た
。

　

こ
の
官
道
は
重
要
度
に
よ
り
、大
路
（
山

陽
道
）、
中
路
（
東
海
道
、
東
山
道
）、
小

路
（
北
陸
道
、山
陰
道
、西
海
道
、南
海
道
）

に
格
付
け
さ
れ
ま
し
た
。

　

山
陽
道
は
た
だ
一
つ
の
大
路
と
し
て
敷

設
さ
れ
ま
し
た
。
そ
れ
は
、
宮
都
と
当
時

た
だ
一
つ
の
支
庁
で
大
陸
や
半
島
と
の
玄

関
口
で
あ
っ
た
大
宰
府
を
結
ぶ
道
と
し
て

重
要
度
の
高
い
道
と
位
置
付
け
ら
れ
た
か

ら
で
す
。
そ
の
道
筋
に
安
芸
国
は
あ
り
ま

し
た
。

　

官
道
は
、
駅
使
（
え
き
し
）﹇※

３
﹈
の

緊
急
連
絡
や
公
文
書
を
駅
か
ら
取
り
次
い

で
送
る
逓
送
（
て
い
そ
う
）
業
務
の
た
め

の
往
来
、
庸
・
調
（
労
役
に
替
え
て
納
め

た
布
製
品
や
税
と
し
て
の
米
や
特
産
品
）

の
運
搬
等
の
公
的
利
用
に
限
ら
れ
、

通
行
す
る
に
は
朝
廷
が
発
給
す
る
駅

鈴
（
え
き
れ
い
）﹇※

４
﹈
を
所
持
し

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
こ
の
駅

鈴
に
は
刻
印
が
記
さ
れ
、
そ
の
本
数
に
よ

り
駅
馬
（
え
き
ば
）﹇※

５
﹈
が
使
用
で
き

る
数
が
決
め
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
駅
使
は

１
日
に
８
駅
以
上
の
行
程
で
し
た
が
、
謀

反
等
の
事
態
や
天
変
地
異
、
国
境
紛
争
な

ど
の
緊
急
事
態
に
は
急
使
と
し
て
１０
駅
以

上
の
行
程
を
踏
破
し
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、

特
別
緊
急
事
態
で
専
使
が
全
行
程
を
携
行

す
る
こ
と
が
無
理
な
と
き
は
、「
飛
駅
言

上
」
と
い
っ
て
使
者
を
変
え
な
が
ら
昼
夜

兼
行
の
超
特
急
で
リ
レ
ー
す
る
こ
と
も
あ

り
ま
し
た
。

　

大
路
で
あ
っ
た
山
陽
道
は
、
そ
の
名
か

ら
道
幅
の
広
い
大
き
な
道
を
想
像
し
が
ち

で
す
が
、
大
路
の
格
付
け
は
往
来
す
る
の

に
必
要
な
駅
馬
の
配
置
数
に
準
拠
し
た
も

の
で
す
。
ち
な
み
に
大
路
は
２０
頭
、
中
路

は
１０
頭
、
小
路
は
５
頭
と
馬
の
頭
数
が
規

定
（
延
喜
式
﹇※

６
﹈）
さ
れ
、
そ
の
馬
が

配
置
さ
れ
て
い
た
と
こ
ろ
を
駅
家
（
う
ま

や
）﹇※

７
﹈
と
呼
ば
れ
て
い
ま
し
た
。

　

そ
の
道
幅
は
近
年
の
古
代
山
陽
道
の
発

掘
調
査
事
例
か
ら
、
奈
良
時
代
に
は
９
ｍ

か
ら
１２
ｍ
幅
、
駅
伝
制
の
変
革
が
行
わ
れ

た
平
安
時
代
以
後
に
は
６
ｍ
前
後
の
幅
で

あ
っ
た
こ
と
が
確
認
さ
れ
て
い
ま
す
。

設（
左
図
）。
そ
れ
は
、
宮
都

関
口
関
口

重
要

ら
で
ら
で

し
た

　

官

　

官
緊
急

で
送

の
往

た
布
た
布

北陸道

東山道

東海道

南海道

西海道

山陰道

山陽道 畿内
安芸

平安京

大宰府

七道路線図（『延喜式』からのイメージ図）

国府

平安京
大宰府

平安時代の国境と山陽道（『延喜式』からのイメージ図）

安芸

出雲
石見

備後

伯耆
因幡 但馬

美作

播磨 丹波

河内
大和

伊賀

山城

和泉
筑前

大宰府

平安京

山城

平平



　安佐南区内の太田川流域周辺低地での、古代の土地利
用を特徴づけるものに条里制の遺構があります。条里制
は、あぜや道、水路で碁盤目状に耕地を区画し、耕地の
位置を表示する方法です。
　南北を「条」、東西を「里」と数え、一辺の長さ６町（約
６５４ｍ、１町は約１０９ｍ）四方の区画を「里」と呼びま
した。さらに、里の各辺
を６等分し、溝や畦で「坪」
と呼ばれる３６の小区画に
分けられました。これに
より、土地のある場所は
「何条何里何坪」と明確に
表すことができました。
　実際の条里は、南北―
東西方向に限らず、地形
に応じて区切られたよう
です。

【安佐南区の条里制】（「　　新道誌」より）

碁盤の目に区切られた 古代の土地区画整理

３～５ページに掲載された用語（※１～１０）です

【条里制の概念図】

山城（山背）、大和（大倭）、河内、和泉、摂津の五
か国をいう。五畿とも。

畿内（きない）１

ここでの道は、地域を意味する。東海道、東山
道、北陸道、山陽道、山陰道、南海道、西海道の
７つの地域。

七道（しちどう）２

駅馬に乗用することが許された公的な使者。
公務による出張で駅馬の利用を許された官人
もこれに準ずる扱いを受けた。

駅使（えきし）３

官使（使者）の公務出張の際に朝廷より支給さ
れた鈴。使者は駅でこの鈴を鳴らし駅子と駅
馬を調達していた。

駅鈴（えきれい）４

駅戸によって飼育され、官道の大路の駅には
２０頭、中路には１０頭、小路には５頭の馬が設
置された。

駅馬（えきば）５

駅務に服する義務を負った特定の農民の戸
（家）。駅田を耕作し駅馬を飼育し、駅務にあた
る駅子を出す義務を負った。

駅戸（えきこ）９

駅務に服務した者。普段は駅馬を飼育しなが
ら駅家に勤務した。駅使に駅馬を供給する際
に、駅子１名が付けられて先導役を務めると
ともに返却馬を駅家まで連れ帰った。

駅子（えきし）１０

官道沿いに整備された施設。３０里ごと（約１６
km）ごとに配置されていた。重要路線の配置
間隔は短くされていた。

駅家（うまや）７

駅家を構成する駅戸の中から特に富裕かつ経
験豊富なものが任命された。

駅長（えきちょう）８

平安時代中期の三代格式（律令施行細則）の一
つ。９０５年から９２７年にかけて編さん、９６７年
に施行された。全５０巻、約３３００条からなる。
巻２８の兵部省関連の諸国伝馬条には、五畿七
道の４０２か所の宿駅の名称と備えるべき駅馬
や伝馬の数が記されている。

延喜式（えんぎしき）６

用語の読み方については諸説ありますが、
本誌では上記の読み方とさせていただき
ます。

凡　　例
山　　　麓

太田川旧河道（古川）

条里施行時の
太田川流路

古代山陽道

条　　　里

国　庁　屋　敷

駅　　　館

推定海岸線

１里

６町
６町

６町

６町
１条

２条

２里

坪

里

約654ｍ

約654ｍ

海路のイメージ

古代山陽道を往く人たちのイメージ
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律
令
国
家
支
配
体
制
確
立
の
象
徴
と
し

て
登
場
し
た
古
代
山
陽
道
で
す
が
、
時
代

が
移
っ
て
瀬
戸
内
海
航
路
の
開
発
が
進
む

と
、
海
路
に
よ
る
往
来
が
重
視
さ
れ
は
じ

め
、
次
第
に
そ
の
存
在
意
義
も
薄
れ
て
い

き
ま
し
た
。

　

当
時
の
記
録
（
延
喜
式
な
ど
）
に
よ
れ

ば
、
朝
廷
の
財
源
に
充
て
ら
れ
る
布
・
米
・

塩
な
ど
を
安
芸
国
か
ら
宮
都
へ
運
ぶ
に

は
、
陸
路
で
は
荷
物
の
あ
る
上
り
が
１４
日
、

荷
物
の
な
い
下
り
が
７
日
と
さ
れ
、
海
路

で
は
往
復
１８
日
で
あ
っ
た
と
さ
れ
て
い
ま

す
。
所
要
日
数
の
短
縮
、
さ
ら
に
は
輸
送

能
力
の
違
い
は
注
目
さ
れ
た
こ
と
で
し
ょ

う
。

　

時
が
移
っ
て
、
平
家
の
都
落
ち
以
降
は

も
っ
ぱ
ら
海
路
に
依
存
し
て
い
た
よ
う
に

海
上
交
通
が
一
般
的
に
な
っ
て
い
っ
た
の

で
す
。

　

ま
た
、
古
代
山
陽
道
も
そ
う
で
す
が
、

平
安
時
代
中
期
に
入
る
と
律
令
国
家
支
配

体
制
の
衰
退
と
並
行
し
て
駅
制
も
急
速
に

衰
え
を
見
せ
始
め
ま
す
。
地
方
治
安
の
乱

れ
、
駅
伝
役
人
の
違
法
、
監
督
者
た
る
国

郡
司
の
不
正
な
ど
が
続
出
し
、
駅
家
の
運

営
は
円
滑
性
を
失
っ
て
き
ま
し
た
。
平
安

時
代
末
期
に
は
そ
の
痕
跡
す
ら
と
ど
め
な

く
な
っ
た
と
い
う
こ
と
で
す
。
し
か
し
、

奈
良
・
平
安
時
代
の
人
々
が
行
き
交
っ
た

こ
の
道
筋
は
、
時
代
と
と
も
に
そ
の
姿
形

を
変
え
な
が
ら
現
在
へ
と
つ
な
が
っ
て
い

る
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。

350
538

592
604
607
630
645
668
672
701

710
724
752
784

794
804
901
967
1146
1185

1185

大和朝廷が国内をほぼ統一
百済から仏教が伝わる

推古天皇が即位
憲法十七条を制定
小野妹子、隋に渡る（遣隋使始まる）
遣唐使始まる
大化の改新
天智天皇（中大兄皇子）が即位
壬申の乱
大宝律令を制定

平城京へ遷都
聖武天皇が即位
東大寺の大仏開眼
長岡京へ遷都

桓武天皇が平安京へ遷都
空海、最澄が唐へ渡る
菅原道真、大宰府へ
延喜式　施行
平清盛、安芸守（あきのかみ）となる
平氏滅亡

鎌倉幕府、成立

古　
墳

飛　

鳥

奈　

良

平　

安

鎌
倉

時代 西暦 できごと

古代山陽道が
利用された
時代

古代山陽道が利用された時代
律令国家の成立
　大化の改新（６４５年）で、唐（中国）の律令にならった新しい
政治の方針が示され、壬申の乱（６７２年）を経て中央集権化が
進み、７０１年の大宝律令の制定によって、天皇を頂点とする
律令国家が成立しました。
　中央に二官八省の役所を置き、地方を国（くに）・郡（こおり）・
里（さと）に分け、北九州に大宰府を設置。班田収授法（はん
でんしゅうじゅのほう）を敷いて、人々に口分田（くぶんでん）
を与え、租（そ）・庸（よう）・調（ちょう）・雑徭（ぞうよう）（労役）
を課し、公民男子には兵役の義務を負わせました。

律令国家の盛衰
　律令国家にふさわしい都として、唐の都の長安（今の西安）
にならった平城京を造営。唐の文化や仏教の影響を受けた天
平文化が開花、奈良時代中期は律令国家として最盛期を迎え
ました。
　しかし、生活に苦しむ農民の逃亡、私有地の増加による公
地公民制の崩壊などから、奈良時代後期になると律令国家の
基礎が揺らぎ、これ以後、次第に崩れていきました。
　平安京へ遷都後、律令制度の立て直しが行われましたが成
功せず、９世紀後半には藤原氏による摂関政治が始まりまし
た。摂関政治は藤原道長・頼通のときに全盛期を迎えました
が、１１世紀後半になると白河天皇が上皇として院政を開始。
一方、地方の荘園から起こった武士が次第に勢力を強め、平
氏が政権を握り、武士の時代へと移っていきます。



　

上
図
の
緑
色
線
で
示
し
て
い
る
古
代
山

陽
道
は
、広
島
市
教
育
委
員
会
発
行
の
「
古

路
・
古
道
調
査
報
告
」
で
示
さ
れ
た
道
筋

で
す
。

　
「
古
路
・
古
道
調
査
報
告
」
に
よ
る
と
、

太
田
川
下
流
域
の
平
野
を
横
断
し
た
古
代

山
陽
道
は
安
川
の
河
谷
を
利
用
し
て
西
進

し
て
い
ま
す
。
山
や
川
の
形
状
な
ど
か
ら

道
路
の
構
築
が
比
較
的
容
易
な
岸
側
に

通
っ
て
い
た
と
推
測
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
ル
ー
ト
の
比
定
と
共
に
注
目
が

集
ま
る
駅
家
の
所
在
に
つ
い
て
は
、「
延

喜
式
」
の
載
っ
て
い
る
順
序
（
本
誌
４
ペ
ー

ジ
の
表
）
で
紹
介
。
そ
の
駅
順
は
、
安
芸

駅
に
続
い
て
伴
部
駅
、
大
町
駅
、
種
箆
駅

と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
現
在
の
地
名
に
あ

わ
せ
れ
ば
、
安
芸
、
大
町
、
伴
、
平
良
と

な
る
こ
と
が
、
そ
れ
ら
の
比
定
地
に
つ
い

て
諸
説
を
生
む
原
因
の
ひ
と
つ
に
な
っ
て

い
る
と
も
。
さ
ら
に
、
駅
家
間
の
距
離
が

長
か
っ
た
り
短
か
っ
た
り
す
る
こ
と
も
、

特
定
に
至
っ
て
い
な
い
原
因
で
あ
り
、
今

後
の
駅
家
跡
の
発
掘
・
発
見
が
期
待
さ
れ

る
と
し
て
い
ま
す
。

　

安
佐
南
区
の
古
代
山
陽
道

●安佐南区内の古代山陽道および古道
に沿って今の道を歩きながら、各地にあ

る史跡や由緒ある神社や寺院などの施設

を紹介しています。

●本誌で紹介している施設は、古代山
陽道および古道が利用されていた時代に
関係の近い施設を各公民館が選んで紹介

しています。

●古代山陽道および古道をしのびなが
ら歩いてみましょう。

●おススメの歩き方は、地図にあるス
タート地点から歩きはじめ、番号順に紹
介している施設を訪ね、ゴール地点が終
着です。

●もちろん、逆順や途中から歩きはじ

めてもかまいません。

●スタートとゴール地点は、公共交通
機関の駅や停留所に設定しています。

●紹介施設の中には常時公開されてい

ない施設もあります。

●地図にある移動距離や時間は目安で

す。立ち寄った施設での滞在時間などは

含んでいません。また、交通事情や歩き

方で変動があります。

●歩く際は、体調や天候、交通事故な

どに気をつけて安全に歩きましょう。

●楽しい歩き方

●本誌について

「古路・古道調査報告（広島市教育委員会）」で
示された古代山陽道の道筋
（破線はエリア外を示します）

「古路・古道調査報告（広島市教育委員会）」で
示されていない古代山陽道やの古道の道筋
（破線はエリア外を示します）
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散
策
コ
ー
ス
①
は
、
広
島
市
教
育
委
員

会
発
行
の
「
古
路
・
古
道
調
査
報
告
」
で

示
さ
れ
た
古
代
山
陽
道
（
旧
山
陽
道
）
の

安
佐
南
区
内
を
通
っ
て
い
た
道
筋
（
上
図

の
緑
色
線
）
に
沿
っ
て
歩
き
ま
す
。

　

そ
の
道
筋
は
東
区
戸
坂
か
ら
安
芸
大
橋

付
近
で
太
田
川
を
渡
り
安
佐
南
区
東
原
へ

入
り
ま
す
。
中
筋
か
ら
大
町
を
通
り
、
安

川
に
沿
う
よ
う
に
し
て
西
へ
と
進
み
、
伴

地
区
辺
り
か
ら
は
ア
ス
ト
ラ
ム
ラ
イ
ン
と

重
な
り
な
が
ら
、
佐
伯
区
へ
と
向
か
っ
て

い
ま
す
。

　

東
野
・
古
市
エ
リ
ア
は
東
野
公
民
館
と

古
市
公
民
館
の
区
域
で
す
。
古
代
の
条
里

制
の
趣
を
残
す
住
宅
地
を
通
り
、
古
代
か

ら
幾
度
も
流
れ
を
変
え
た
古
川
、
安
川
を

超
え
て
歩
き
ま
す
。

　

安
エ
リ
ア
は
安
東
公
民
館
と
安
公
民
館

の
区
域
で
す
。
安
川
に
沿
っ
て
古
代
山
陽

道
の
名
残
を
探
り
な
が
ら
古
刹
（
こ
さ
つ
）

を
訪
ね
歩
き
ま
す
。

　

伴
・
大
塚
エ
リ
ア
は
沼
田
公
民
館
と
大

塚
公
民
館
の
区
域
で
す
。
戦
国
時
代
の
山

城
跡
な
ど
の
歴
史
資
産
を
眺
め
つ
つ
、
緑

多
い
道
を
進
み
ま
す
。

散
策
コ
ー
ス
１

散策コース１

安エリア　P.15~20

伴・大塚エリア　P.21~26

東野・古市エリア　P.9~14

阿武山

権現山

岳山

東郷山

窓ヶ山

向山

丸山

宗箇山

火山

武田山

大茶臼山

38

38

71

71

71

71

77

77

268

269

270

277 54
183



東野コース

古市コース
麦田八幡神社

中須稲生神社

久保山神社

才ノ木神社

淨玄寺

条里制の跡

善教寺

東野公民館

浄宗寺

古市公民館

スタート

ゴール

歩く
距離

歩く
時間 約１時間３０分

約６．８ｋｍ

散策コース
古代山陽道
推定の道筋

安佐南区民文化センター
安佐南区役所

0 300ｍ

スタート
ゴール

広島ＩＣ

山陽自動車道

古市駅

中筋駅

西原駅

大町駅

古市小

中筋小

東原中
東野小

原小

安佐南警察署

Ｊ
Ｒ
可
部
線

Ｊ
Ｒ
可
部
線

ア
ス
ト
ラ
ム
ラ
イ
ン

安
芸
大
橋

太田川

太
田
川

古
川

古
川

安
川

安川
大橋

広島方面

東区戸坂

安
川
緑
道

安
川
通

安方面

可部方面

←五日市Ｉ
Ｃ

広島東ＩＣ→

古
代
山陽
道
推
定の
道
筋

大町駅

緑井駅
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戸
坂
か
ら
東
原
、
東
野
の
条
里
制
（※

）

の
跡
に
沿
っ
て
北
上
し
、
中
筋
、
古
市
、

大
町
へ
歩
き
ま
す
。

　

こ
の
地
区
は
、
太
田
川
の
度
重
な
る
氾

濫
や
流
域
の
変
更
な
ど
に
よ
り
、
当
時
の

面
影
を
見
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
り
ま
し

た
。

　

し
か
し
、
当
時
作
ら
れ
た
条
里
制
の
跡

が
確
認
で
き
ま
す
の
で
、
こ
れ
を
詳
し
く

調
べ
れ
ば
、
当
時
の
太
田
川
の
流
れ
を
推

定
で
き
る
よ
う
で
す
。
そ
こ
か
ら
、
現
在

は
戸
坂
と
東
野
を
寸
断
し
て
い
る
太
田
川

を
、
古
代
山
陽
道
は
、
ど
こ
で
渡
っ
て
い

た
の
か
推
定
で
き
ま
す
。

　

戸
坂
、
東
原
、
東
野
の
条
里
制
の
跡
は

昭
和
の
始
め
頃
ま
で
の
古
い
地
図
で
確
認

で
き
ま
す
が
、
中
筋
、
古
市
、
中
須
、
大

町
は
条
里
制
の
跡
が
は
っ
き
り
と
は
確
認

で
き
ま
せ
ん
。

　

ま
た
、
江
戸
時
代
以
前
は
古
川
が
太
田

川
の
本
流
で
、
佐
東
川
と
呼
ば
れ
て
い
た

よ
う
で
す
。
そ
の
流
れ
は
現
在
の
太
田
川

の
流
れ
と
は
違
っ
て
い
ま
し
た
。
そ
し
て

安
川
は
、
も
っ
と
西
よ
り
の
武
田
山
の
裾

散
策
コ
ー
ス
の
紹
介

※条里制……６ページに解説。

中筋から中須・大町方面（古市コース）を望む

今は道路となった条里制の区画跡

東原から戸坂方面を望む

野
あ
た
り
を
流
れ
て
い
た
、
と
推
定
す
る

説
も
あ
り
ま
す
。

　

条
里
制
の
跡
を
確
認
し
、
太
田
川
、
古

川
、
安
川
の
流
れ
を
推
定
し
つ
つ
、
古
代

山
陽
道
に
思
い
を
馳
せ
な
が
ら
散
策
し
て

く
だ
さ
い
。

　

太
田
川
近
く
の
住
宅
地
か
ら
安
川
沿
い

ま
で
、
平
坦
な
道
を
の
ん
び
り
歩
く
散
策

コ
ー
ス
で
す

　

東
野
コ
ー
ス
は
、
ア
ス
ト
ラ
ム
ラ
イ
ン

開
通
後
に
急
速
な
宅
地
化
が
進
ん
だ
地
域

で
す
。
住
宅
地
と
わ
ず
か
に
残
っ
た
田
畑

を
眺
め
な
が
ら
歩
き
ま
す
。
途
中
に
見
ら

れ
る
条
里
制
の
跡
か
ら
古
代
山
陽
道
の
頃

の
面
影
を
見
つ
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

古
市
コ
ー
ス
は
、
県
道
４
５
９
号
線
沿

い
の
古
い
街
並
み
を
抜
け
、安
川
緑
道
（
旧

安
川
跡
）
や
安
川
付
近
の
緑
が
楽
し
め
る

気
持
ち
の
良
い
散
策
コ
ー
ス
で
す
。
阿
武

山
や
武
田
山
を
背
景
に
安
川
の
流
れ
の
移

り
変
わ
り
な
ど
古
代
の
地
形
に
思
い
を
巡

ら
せ
な
が
ら
散
策
を
楽
し
ん
で
く
だ
さ

い
。

散策コース１



じょう　げん　じ

毛利の武将福島三河守親綱が、剃髪し超正と
号し開基。享保２（１７１７）年に本山より淨玄寺
号を許されました。現在の本堂は昭和４（１９２
９）年築。昭和１８年の大水害や原爆投下によ
る強烈な風圧にも持ちこたえています。

戦国の武将が開基
度重なる災害を乗り越え

東野地区に残る「条里制の跡」の
地図。昭和５２年の地図で、長方
形の「条里」（黄色い線）が見て
とれます。

善教寺の梵鐘。
戦時中の供出を免れたこの鐘には、二体の天
女と、その鐘を取り巻く唐草模様が浮彫で施
されています。

才ノ木神社の武者絵

さい　の　　き　じん　じゃ

元の名は八幡さん。拝殿の額には「八
幡宮」とあります。明治４（１８７１）年に
現社名に改称。この神社を厚く崇拝、
祈願所とし神田（しんでん）等を寄付
したのが「川の内警固衆」と呼ばれた
水軍の将、福島大和守です。
杉山家に伝わる古文書によると、天保
６（１８３５）年には拝殿も本殿も共に改築
されており、その時の神木で作ったこ
とを書き添えた武者絵など注目すべき
絵馬が、拝殿に何枚も見られます。
境内には盃状穴（はいじょうけつ）が
多数見られる手水鉢があります。

水軍の将が崇拝
戦の勝利を祈願

ぜん　きょう　じ

元は禅宗で彼岸院と称したが、長享２（１４８８）
年宗教円の時に真宗へ改宗、宮前山と号し、
善教寺と称しました。広島超専院の末寺です。
本堂の廊下に吊ってある梵鐘は、元老５（１６９２）
年、藤原宗久という鋳物師の作。

東野の歴史を突き鳴らす
大戦をくぐり抜けた梵鐘

じょう　り　せい　　　　あと

河川改修などで、その跡の多くは失われましたが、
その一部を街路に見ることができます。

大化の改新後の区画整理事業
街路に見られる面影

はい　じょう　けつ

手水鉢の縁にある盃状穴
（写真中の矢印）

瑞穂神社
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ア
ス
ト
ラ
ム
ラ
イ
ン
西
原
駅
か
ら
、
才

ノ
木
神
社
ま
で
の
コ
ー
ス
で
す
。

　
　
　

新
道
の
西
原
駅
南
交
差
点
を
左
に

折
れ
、
平
成
橋
を
渡
る
と
古
川
土
手
の
交

差
点
に
出
ま
す
。
そ
こ
を
右
折
し
１
０
０

ｍ
く
ら
い
進
む
と　

淨
玄
寺
の
屋
根
が
確

認
で
き
ま
す
。

　

淨
玄
寺
か
ら
北
上
し
、
瑞
穂
神
社
を
右

手
に
見
な
が
ら
進
む
と
、
右
手
の
安
芸
大

橋
と
つ
な
が
る
大
き
な
道
路
に
出
ま
す
。

そ
こ
を
左
折
し
三
差
路
に
出
た
と
こ
ろ
で

北
上
し
ま
す
。
途
中
、
今
は
車
道
に
な
っ

た
条
里
制
の
区
画
の
跡
を
確
認
で
き
ま

す
。

　

歩
く
こ
と
数
分
。
東
野
小
学
校
の
正
門

前
で
斜
め
左
へ
進
む
と
、
善
教
寺
を
見
つ

け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
東
野
公
民
館
の

前
を
通
り
、
今
は
車
道
に
な
っ
た
古
い
道

を
武
田
山
方
向
に
西
へ
進
む
と
ア
ス
ト
ラ

ム
ラ
イ
ン
中
筋
駅
に
到
着
し
ま
す
。

　
　
　

新
道
を
横
断
し
、
安
佐
南
区
民
文

化
セ
ン
タ
ー
へ
向
か
う
道
を
進
み
ま
す
。

古
川
の
古
い
堤
防
に
出
た
と
こ
ろ
を
右
折

す
る
と
、
ま
も
な
く
才
ノ
木
神
社
の
森
が

右
手
に
見
え
ま
す
。

住
宅
地
の
街
路
区
画
に

条
里
制
の
面
影
を
見
る

才ノ木神社

淨玄寺

条里制の跡

善教寺

東野公民館

安佐南区民文化センター

スタート

ゴール

淨玄寺

条里制の跡

善教寺

才ノ木神社

約 600ｍ・約 8分

約 400ｍ・約 5分

約 600ｍ・約 8分

約 1500ｍ・約 19 分

約 400ｍ・約 5分

歩く
距離

歩く
時間 約４５分

約３．５ｋｍ

散策コース
古代山陽道
推定の道筋 0 100ｍ

ア
ス
ト
ラ
ム
ラ
イ
ン

中筋駅

西原駅

安
芸
大
橋

太田川

古
川

中筋小

東原中

東野小

太田川ゴルフ場

瑞穂神社

東野郵便局

平成橋

学校 コンビニ 郵便局 神社 寺院

スタート
アストラムライン

西原駅

ゴール
アストラムライン

中筋駅

戸坂方面

広
島
方
面

可部方面

古
代
山
陽
道
推
定
の
道
筋



じょう　しゅう　じ

天正年間（１５７３～１５９１年）僧浄具が開基し当
時は天台宗。元禄４（１６９１）年に時の住持寿礼
（県史では寿福と記載）が改宗して真宗となり
ました。もとは中筋切戸にありましたが、明
治３５ （１９０２）年に現在の地に移りました。

雲石街道に面した
鐘楼門のあるお寺

むぎ　た　はち　まん　じん　じゃ

この村に居住していた安芸国守護武田氏縁の
麦田氏が天文年間（１５３２～１５５５年）に社殿を
造営し、菱山神社と名付けて同家の氏神とし
たのが始まりとされます。武田氏滅亡後、麦
田氏も滅びたため麦田八幡宮と改め、広く郷
土の産土神として祭ってきたと伝わっていま
す。

古くから郷土の産土神
境内に縁結び地蔵とお助け地蔵

なか　　す　　い　なり　じん　じゃ

社伝によると奈良時代以前からの神社とされ
ています。祭神は宇賀之魂神。文化２（１８０５）
年に社殿を再建しましたが、昭和２０（１９４５）
年に焼失、その後再建されました。境内入口
の手水鉢には盃状穴が見られます。

ナス形の手水鉢から
「大願成就を成す」に通じる

く　　ぼ　やま　じん　じゃ

江戸時代の文献「芸藩通志」には山王社と記
されています。祭神は、大山祇命、大巳貴命。
天保５（１８３４）年に古市地区の大火で焼失し
ましたが、後に再興。明治４（１８７１）年、村社
となり久保山神社と改称。毎年大火を記念し
た火祭りが行われています。

大火の際、焼け残ったイチョウの木で彫刻し
たご神体は二体あり、一体はここの恵美須社
にあります。もう一体は中区の胡子神社に運
ばれましたが、原爆で焼失しました。
何故、中区の胡子神社に運ばれたかは、諸説
あるのですが、謎のままになっています。

御神木の大イチョウが目印
火祭りを毎年開催 焼け残ったイチョウの木でご神体
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ア
ス
ト
ラ
ム
ラ
イ
ン
中
筋
駅
よ
り
、
上

大
町
バ
ス
停
ま
で
の
コ
ー
ス
で
す
。

　

中
筋
駅
か
ら
西
に
向
か
い
、
才
ノ
木
神

社
を
左
手
に
見
な
が
ら
、
三
川
橋
を
渡
り
、

古
市
の
県
道
４
５
９
号
線
を
左
に
折
れ
、

浄
宗
寺
に
つ
き
ま
す
。
こ
こ
か
ら
後
戻
り

し
て
久
保
山
神
社
入
口
の
看
板
を
横
に
見

な
が
ら
一
里
塚
跡
を
通
り
、
麻
の
苧
扱
ぎ

（
お
こ
ぎ
）
の
作
業
時
の
通
路
で
あ
っ
た

石
畳
み
の
坂
を
右
に
見
て
、
道
路
を
渡
る

と
久
保
山
神
社
に
着
き
ま
す
。
神
社
の
西

の
小
路
を
北
に
向
か
う
と
、
軽
便
（
け
い

べ
ん
）
鉄
道
跡
に
出
て
、
横
土
手
か
ら
交

番
前
の
国
道
１
８
３
号
を
渡
り
、
旧
安
川

左
岸
（
万
歳
土
手
）
に
上
が
り
ま
す
。
そ

し
て
ア
ス
ト
ラ
ム
ラ
イ
ン
下
を
横
断
し
、

安
川
緑
道
か
ら
中
須
稲
生
神
社
に
着
き
ま

す
。
再
び
安
川
右
岸
を
上
が
り
、Ｊ
Ｒ
可

部
線
の
踏
切
を
渡
っ
て
、
安
方
面
に
向
か

う
と
、
麦
田
八
幡
神
社
に
着
き
ま
す
。
江

戸
時
代
、
神
社
西
の
道
が
広
島
城
下
と
安

方
面
を
結
ぶ
道
だ
っ
た
よ
う
で
す
。
安
川

は
、
西
よ
り
の
武
田
山
の
裾
野
あ
た
り
を

流
れ
て
い
た
、
と
推
定
す
る
説
も
あ
り
ま

す
。
皆
さ
ん
も
川
の
流
れ
を
想
像
し
な
が

ら
、
散
策
し
て
く
だ
さ
い
。

雲
石
街
道
と
安
川
沿
い

古
代
の
道
を
探
り
歩
く

スタート

ゴール

浄宗寺

久保山神社

中須稲生神社

麦田八幡神社

約 800ｍ・約 10 分

約 400ｍ・約 5分

約 800ｍ・約 10 分

約 1200ｍ・約 18 分

約 100ｍ・約 2分

歩く
距離

歩く
時間 約４５分

約３．３ｋｍ 麦田八幡神社

中須稲生神社

久保山神社

浄宗寺

古市公民館

安佐南区民文化センター

安佐南区役所

0 100ｍ

散策コース
古代山陽道
推定の道筋

軽
便
鉄
道
跡

横土手

古市小

大町小

古市駅

大町駅

Ｊ
Ｒ
可
部
線

安
川

安川
大橋

三
川
橋

古市郵便局

古市交番

山陽自動車
道

アストラムライン

学校 コンビニ 郵便局 神社 寺院

スタート
アストラムライン

中筋駅

ゴール
バス停

上大町

大町駅

古市橋駅

安
川
通

←五日市Ｉ
Ｃ

広島ＩＣ→

広島方面

安
川
緑
道 一里塚

才ノ木神社

古
代
山陽
道
推
定の
道
筋

緑井駅



伴安恵美須神社へ向かう平和台西口の道
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東
野
・
古
市
を
過

ぎ
る
と
、
古
代
山
陽

道
は
安
川
の
南
側
の

山
に
沿
う
よ
う
に
西

へ
と
進
み
ま
す
。

　

古
代
山
陽
道
へ

は
、
各
地
か
ら
の
街

道
が
合
流
し
て
い
ま

す
。
中
に
は
可
部
方

面
か
ら
や
、高
瀬
堰
、

安
佐
大
橋
付
近
で
太

田
川
を
渡
り
、
安
川

の
北
側
の
山
に
沿
っ
て
、
西
へ
向
か
い
伴

付
近
で
古
代
山
陽
道
に
つ
な
が
る
古
道
も

あ
っ
た
よ
う
で
す
。
さ
ら
に
は
、
安
川
を

利
用
し
た
水
運
も
上
流
域
か
ら
の
物
資
を

運
搬
し
、
地
区
の
繁
栄
を
支
え
て
い
た
と

推
測
さ
れ
ま
す
。

　

現
在
も
、
古
代
山
陽
道
や
安
川
に
沿
う

よ
う
に
神
社
や
寺
院
、
史
跡
が
集
中
し
て

お
り
、
古
代
山
陽
道
が
廃
れ
た
後
も
長
く

繁
栄
し
て
い
た
と
思
わ
れ
ま
す
。

　

こ
の
地
区
は
古
代
山
陽
道
を
中
心
に
栄

え
ま
し
た
が
、
度
重
な
る
安
川
の
氾
濫
や

山
か
ら
の
土
石
流
な
ど
に
よ
り
地
形
が
大

き
く
変
わ
り
、
役
場
や
民
家
な
ど
も
流
さ

れ
、
古
い
記
録
や
古
文
書
な
ど
が
失
わ
れ

ま
し
た
。
さ
ら
に
、
近
年
の
急
激
な
団
地

開
発
や
新
交
通
シ
ス
テ
ム
の
開
発
な
ど
で

昔
の
面
影
も
失
わ
れ
、
当
時
の
古
代
山
陽

道
を
特
定
す
る
よ
う
な
遺
跡
や
発
掘
物
が

ほ
と
ん
ど
見
つ
か
っ
て
い
ま
せ
ん
。
し
か

し
、
今
後
の
開
発
で
古
代
山
陽
道
の
遺
跡

な
ど
が
新
た
に
発
見
さ
れ
る
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。

　

戦
国
時
代
に
は
、
尼
子
氏
、
武
田
氏
、

大
内
氏
、
毛
利
氏
な
ど
の
勢
力
が
競
い
合

い
、
古
代
山
陽
道
や
安
川
の
権
益
を
得
る

　

神
社
や
寺
院
、
中
世
の
武
田
氏
ゆ
か
り

の
史
跡
な
ど
を
楽
し
み
な
が
ら
、
の
ん
び

り
歩
い
て
く
だ
さ
い
。

　

安
エ
リ
ア
は
東
西
方
向
に
全
長
８
・
９

ｋｍ
の
散
策
コ
ー
ス
。
安
川
を
中
心
に
荒
谷

山
、
野
登
呂
山
、
武
田
山
、
火
山
の
山
裾

に
寺
社
な
ど
の
歴
史
資
産
が
数
多
く
存
在

し
て
い
ま
す
。
時
間
を
か
け
て
、
ゆ
っ
く

り
と
散
策
さ
れ
る
こ
と
を
お
勧
め
し
ま

す
。

　

相
田
・
安
コ
ー
ス
は
毘
沙
門
台
駅
か
ら

安
川
の
北
側
の
野
登
呂
山
裾
に
点
在
す
る

神
社
を
巡
り
、
後
半
は
安
川
の
南
側
の
山

裾
を
通
る
古
代
山
陽
道
沿
い
に
点
在
す
る

寺
社
を
巡
る
コ
ー
ス
に
な
っ
て
い
ま
す
。

い
ず
れ
も
中
世
の
武
田
氏
に
関
係
す
る
史

跡
が
中
心
で
す
。

　

高
取
・
長
楽
寺
コ
ー
ス
は
上
安
駅
か
ら

安
川
の
南
側
を
通
る
古
代
山
陽
道
沿
い
に

点
在
す
る
寺
社
を
中
心
に
巡
り
ま
す
。
特

に
廃
長
楽
寺
の
界
隈
は
史
跡
も
集
中
し
て

お
り
、
福
島
正
則
が
長
楽
寺
の
寺
領
を
没

収
し
た
こ
と
で
廃
寺
に
な
り
寂
れ
ま
し
た

が
、
長
楽
寺
公
園
内
に
残
る
鐘
楼
や
鎮
守

杜
か
ら
は
当
時
の
隆
盛
さ
が
し
の
ば
れ
ま

す
。

散
策
コ
ー
ス
の
紹
介

ゴール

安東公民館

二ノ宮八幡神社

萩尾山神社の石灯篭

相田薬師堂

佐信神社

相田・安コース
高取・長楽寺コース

鶏頭原薬師堂

廃長楽寺

伴安恵美須神社

新宮神社 光明寺

正伝寺

歩く
距離

歩く
時間

約９．３ｋｍ

約２時間

散策コース
古代山陽道
推定の道筋

0 200ｍ

た
め
に
築
い
た
山
城
な
ど
も
点
在
し
て
い

ま
す
。

　

当
時
の
権
力
者
に
な
っ
た
気
分
で
、
こ

の
地
区
の
権
益
を
確
保
す
る
の
に
ど
う
す

れ
ば
良
い
の
か
、
ど
こ
に
古
代
山
陽
道
を

通
せ
ば
良
い
の
か
な
ど
と
、
推
理
し
な
が

ら
現
地
を
歩
い
て
、
楽
し
ん
で
み
て
く
だ

さ
い
。

萩尾山神社の石灯篭

散策コース１

スタート

アストラ
ムライン

長楽寺駅

高取駅

上安駅

安東駅

毘沙門台駅

安小

安西小

安東小

安佐中

安田女子大・短大

田中山神社

安公民館

萩尾山神社

往来安全の道標

安川

安川

山陽自動車道

スタート
ゴール

←五
日市Ｉ
Ｃ 広島ＩＣ→

沼田方面

安佐動物公園

古市方面

古代山陽道推定の道
筋

ゆめタウン
安古市

ヌマジ交通ミュージアム

安古市東亜ハイツ

第二高取台団地

高取第一団地

毘沙門台

すみれが丘団地

松ヶ丘団地

弘億団地

ふじヶ丘団地

平和台団地

大町駅



に　　の　みや　はち　まん　じん　じゃ

南部兵庫介が大鳥田に在城の時、字迫谷に産
土の神として八幡神を勧請。
大永３（１５２３）年、大雨による山津波で社殿が、
現在地まで押し流され、そのまま鎮座。大町
の麦田神社はここから勧請されました。

相田村下相田と大町村麦田
川尻の総氏神様

しょう　でん　じ

寛和元（９８５）年、僧恵空が武田山北麓
に阿弥陀寺を建立。慶長元（１５９６）年、
現在地に移り正伝寺と改めました。
境内に福島正則が朝鮮より持ち帰っ
たと伝えられる広島県天然記念物の
クロガネモチがあります。

武田家の菩提寺
クロガネモチは天然記念物

あい　だ　やく　し　　どう

室町時代に甲斐の国（山梨県）から移り住ん
だ「安の目薬」の原田家の薬師堂として建立。
お堂下にある泉の清水は眼病治癒の霊験があ
り、その他にも、酒造りや原爆献水にも使用
されていました。

「安の目薬」原田家の薬師堂
眼病治癒の泉水は原爆献水に

はぎ　お　やま　じん　じゃ

明応３（１４９４）年、銀山城主武田元綱から繁
綱への下知で大利山に建立され、元文５（１７
４０）年に現在地へ遷座し長年「八幡さん」、「え
べっさん」と呼ばれ親しまれてきましたが、
明治維新の時、萩尾山神社となりました。

萩尾山の守護社
地元では、えべっさん

はぎ　お　やま　じん　じゃ　　　　いし　どう　ろう

古代山陽道と推定される道沿いに建つ萩尾山
神社の石灯籠。ここを曲がれば萩尾山神社へ

と続く参道とな
っています。こ
の付近は旧道の
雰囲気が残る街
並みです。
基礎石の部分に
は昔、女性が願
掛けをした盃状
穴が幾つもあ
り、厚い信仰が
あったことを伝
えています。

古代山陽道を照らす
願いを込めた盃状穴

おう　らい　あん　ぜん　　　　みち　しるべ

元上安公会堂前の三差路に、明治９年に設置
された「往来安全」の道標があります。筏を
操って太田川を下った竿師が、この地から加
計方面へ帰って行ったそうです。石碑の下部
には各地の里程が掘り込まれています。

本道から分かれ道へ
行き先を示す石碑

た　なか　やま　じん　じゃ

安芸の国守護職武田信宗が、正安元（１２９９）年、
銀山城築城の際、鬼門封じとして勧請したと
伝えられています。
上安村、相田村、高取村の産土の神として厚
く信仰されていました。

銀山城鬼門封じの宮
信仰厚い産土神

さ　のぶ　じん　じゃ

小字「佐信」の田の中にあった社を、山の上
に祭ったそうです。佐信は狭野田 ( さのぶ )
また佐乃富 (さのぶ )に通じ、田畑の神、豊作・
保食の神を祭ったもので祭神は言代主神と広
島県史は伝えています。

田畑の豊作を祈願
言代主神を祭る

本　

地　

エ　
　

六
里

庄　

原　

エ　

六
里
半

加　

計　

エ　
　

七
里

石
州
濱
田　
エ　
十
八
里

各地への里程

枝を大きく広げた正伝寺のクロガネモチ。
広島県天然記念物指定当時（昭和２８年頃）の写真
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毘
沙
門
台
駅
か
ら
山
沿
い
を
西
へ
進
み

石
神
社
前
を
通
り
、
左
側
に
横
断
歩
道
の

見
え
る
四
つ
角
を
右
折
す
る
と
見
え
て
く

る
石
灯
籠
を
右
折
、
坂
道
を
上
る
と
二
ノ

宮
八
幡
神
社
で
す
。
石
灯
籠
を
直
進
す
る

と
安
東
公
民
館
を
過
ぎ
安
東
駅
に
至
り
ま

す
。
こ
こ
か
ら
見
え
る
安
田
女
子
大
学
正

門
横
の
丘
の
上
に
、
佐
信
神
社
が
あ
り
ま

す
。
さ
ら
に
山
沿
い
の
道
を
西
へ
進
む
と

田
中
山
神
社
で
す
。

　

神
社
前
の
信
号
を
渡
り
往
来
安
全
の
道

安東公民館

安公民館

萩尾山神社の石灯篭

萩尾山神社

相田薬師堂

正伝寺

0 100ｍ

標
の
前
を
通
り
安
川
沿
い
を
右
折
、
安
川

橋
を
渡
り
県
道
３８
号
線
手
前
に
左
に
入
る

細
い
路
地
を
進
む
と
萩
尾
山
神
社
の
石
灯

篭
が
あ
り
ま
す
。
こ
こ
を
右
に
曲
が
り
県

道
３８
号
線
を
渡
り
直
進
す
る
と
萩
尾
山
神

社
の
石
段
の
下
に
出
ま
す
。
石
段
か
ら
山

沿
い
の
道
を
西
へ
進
ん
で
い
く
と
相
田
薬

師
堂
に
到
着
。
相
田
薬
師
堂
か
ら
安
川
橋

ま
で
戻
り
、
安
川
沿
い
を
西
へ
と
進
み
、

安
中
央
橋
東
側
の
信
号
を
渡
り
、
さ
ら
に

西
へ
と
進
ん
で
い
く
と
左
側
に
正
伝
寺
が

あ
り
ま
す
。
正
伝
寺
前
の
正
伝
寺
橋
を

渡
っ
て
県
道
３８
号
線
の
信
号
を
横
断
、
右

へ
と
進
む
細
い
道
を
進
む
と
安
公
民
館
の

入
口
に
出
ま
す
。
そ
こ
を
左
に
曲
が
っ
て

進
む
と
上
安
駅
に
到
着
。

安
川
の
流
通
で
繁
栄

新
旧
の
道
を
比
べ
歩
く

スタート

ゴール

二ノ宮八幡神社

佐信神社

田中山神社

往来安全の道標

萩尾山神社の石灯篭

萩尾山神社

相田薬師堂

正伝寺

約 900ｍ・約 11 分

約 800ｍ・約 10 分

約 300ｍ・約 4分

約 500ｍ・約 6分

約 300ｍ・約 4分

約 200ｍ・約 3分

約 1000ｍ・約 13 分

約 900ｍ・約 11 分

約 1000ｍ・約 13 分

歩く
距離

歩く
時間 約７５分

約５．９ｋｍ

散策コース
古代山陽道
推定の道筋

上安駅

安東駅

毘沙門台駅

アストラムライン

安川通

安東小

安田女子大・短大

二ノ宮八幡神社

安小

佐信神社

田中山神社

往来安全の道標

学校 コンビニ 郵便局 神社 寺院

安川
安川

相田郵便局

安郵便局

石神社

安川橋

正伝寺橋

石灯篭

スタート
アストラムライン

毘沙門台駅

ゴール
アストラムライン

上安駅

古市方面

毘沙門台

すみれが丘団地

松ヶ丘団地

弘億団地

高取駅

大町駅

古代山陽道推定の道
筋



けい　とう　ばら　やく　し　どう

元禄年間（１６８８～）に野村家第六代正悦が再
建。その昔、上安村に武田氏祈願所の鶏頭院
が有ったが武田氏滅亡後、本尊の薬師如来を
野村家に移し祭った。
初代野村伝三郎は、「安の目薬」の創始者。

「安の目薬」野村家が祭る
本尊の薬師如来は伝行基作

しん　ぐう　じん　じゃ

勧請年代は不明。元は山の高いところにあっ
たのですが女性、子供がお詣りしやすいよう
に現在地へ移りました。境内に立つイチイガ
シの樹は、広島市の天然記念物。

廃長楽寺と長楽寺村の
氏神様として信仰厚い

とも　やす　え　び　　す　じん　じゃ

勧請年代や由緒は不明。古代山陽道と推定さ
れる道に参道入口があり、旅行く人のための
常夜灯が設置されています。
境内には武田氏の隠里を守った武士たちの霊
を祭る「おんばんさん」と呼ばれる祠も。

旅人の夜道を灯す常夜灯
長楽寺門前町の氏神様

伴安恵美須神社にある
「おんばんさん」の祠

　　参道入口。

常夜灯が夜道を照らし、
旅人の道標に

こう　みょう　じ

弘安２（１２７９）年に夜珠の庄（荒谷山）鷹取長瀧
ケ窟に円妙院を建立したのが始まり。それか
ら２００年後に現在の地に移り、寺名も光明寺
に改められました。銀山城主の武田信光の時、
この寺を鬼門鎮護の道場としたそうです。

鎌倉時代後期の鰐口と
江戸時代の山門が迎える

はい　ちょう　らく　じ

延喜５（９０５）年に真言宗の霊場として開かれ、戦国時代には武田氏や毛利氏の祈願所とし
て繁栄し、当時は荘大な寺院だったそうです。慶長６（１６０１）年、広島城主となった福島
正則が寺領を没収したため衰退し、廃寺となり、長楽寺という地名だけが残りました。
今でも境内跡地には鐘楼、鎮守社(厳島神社)などがあり、往時の繁栄を忍ばせてくれます。
廃寺となった後、村人達により境内跡地に観音堂が建立され、以来３３年ごとに御開帳さ
れ本尊の観世音菩薩を拝むことができます。

かつては七堂伽藍を有す壮大な寺院
戦国武将の福島正則により廃寺へ

仁王門跡

鎮守社（厳島神社）

長楽寺跡の石碑 鐘楼

長楽寺観音堂

門前橋

光
明
寺
の
鰐
口（
わ
に
ぐ
ち
）。

正
安
２（
１
３
０
０
）年
の
作

と
伝
わ
っ
て
い
ま
す
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上
安
駅
か
ら
西
へ
進
み
、
上
安
交
差
点

を
安
小
学
校
方
面
へ
左
折
、
信
号
に
至
る

手
前
の
小
道
を
左
折
し
坂
道
を
上
る
と
、

鶏
頭
原
薬
師
堂
に
至
り
ま
す
。
安
小
前
交

差
点
を
渡
り
右
折
し
て
広
島
市
信
用
組
合

安
支
店
の
角
を
左
折
し
て
進
む
と
安
川

に
。
安
川
の
手
前
に
、
相
田
村
・
上
安
村

の
境
界
の
石
碑
が
建
っ
て
い
ま
す
。
中
河

原
橋
を
渡
り
右
折
し
た
安
川
沿
い
の
小
道

の
傍
に
正
戸
の
石
仏
の
お
堂
が
建
っ
て
い

鶏頭原薬師堂

廃長楽寺

伴安恵美須神社

新宮神社
光明寺

ま
す
。
さ
ら
に
西
進
す
る
と
安
川
の
向
側

に
光
明
寺
が
見
え
て
き
ま
す
。
安
川
の
右

岸
を
進
み
、
平
和
台
団
地
入
口
を
過
ぎ
た

所
に
田
中
重
太
郎
顕
彰
碑
が
佇
ん
で
い
ま

す
。
さ
ら
に
進
ん
で
見
え
て
く
る
橋
（
長

楽
寺
門
前
橋
）
の
た
も
と
で
左
へ
分
岐
す

る
坂
道
を
上
る
と
伴
安
復
興
記
念
碑
に
至

り
、
そ
こ
を
右
折
し
て
進
む
と
伴
安
恵
美

須
神
社
の
石
灯
籠
と
参
道
の
石
段
。

　

門
前
橋
た
も
と
ま
で
戻
り
、
橋
を
渡
っ

て
坂
道
を
上
る
と
仁
王
門
跡
を
経
て
富
士

川
游
顕
彰
碑
に
至
り
ま
す
。
石
段
を
登
れ

ば
廃
長
楽
寺
境
内
で
す
。
廃
長
楽
寺
の
横

手
の
道
を
通
れ
ば
新
宮
神
社
へ
。
新
宮
神

社
の
参
道
を
東
に
下
り
道
路
沿
い
に
進
む

と
、
長
楽
寺
駅
に
到
着
し
ま
す
。

地
名
に
残
る
長
楽
寺

石
段
に
当
時
を
し
の
ぶ

スタート

約 400ｍ・約 5分

約 1200ｍ・約 16 分

約 600ｍ・約 8分

鶏頭原薬師堂

約 600ｍ・約 8分

廃長楽寺

伴安恵美須神社

光明寺

0 100ｍ

約 300ｍ・約 4分

ゴール

約 300ｍ・約 4分

新宮神社

アスト
ラムラ

イン

長楽寺駅

高取駅

上安駅

安小

安西小

ヌマジ交通ミュージアム

山陽自動車道

長楽
寺橋

中
河
原
橋

門前
橋

村境の石碑

正戸の石仏

田中重太郎顕彰碑

富士川游顕彰碑

伴安復興記念碑

学校 コンビニ 郵便局 神社 寺院

安
川

歩く
距離

歩く
時間 約４５分

約３．４ｋｍ

散策コース
古代山陽道
推定の道筋

スタート
アストラムライン

上安駅

ゴール
アストラムライン

長楽寺駅 ゆめタウン
安古市

←五
日市Ｉ
Ｃ

広島ＩＣ→

第二高取台団地

高取第一団地

ふじヶ丘団地

平和台団地

沼田方面

伴駅

安佐動物公園

古代山陽道推定の道筋



大塚コース

伴コース

沼田公民館

スタート
ゴール

ゴール

歩く
距離

歩く
時間 約１時間５３分

約８．４ｋｍ

散策コース
古代山陽道
推定の道筋

0 300ｍ

スタート

宮ケ瀬神社

大塚観音堂

権之神社

岸城跡

出雲神社

大歳神社
願行寺

土居屋敷跡

伴城・伴東城跡

関の口地蔵

養峠

専念寺

雲岸寺

稲荷神社

國重城跡

山
陽
自
動
車
道

広
島
自
動
車
道

アス
トラ
ムラ
イン

伴駅

大原駅

伴中央駅

大塚駅

広域公園前駅

安川

奥畑川

伴東小

沼田高

広島修道大

広島市立大

広島都市学園大
西風新都キャンパス

広陵高

伴中

伴小

広
島
高
速
４
号
線

沼田ＰＡ

広島Ｊｃｔ

沼田出入口

安佐南区スポーツセンター

広島広域公園

農
免
道
路

広島
ＩＣ→

←
広
島
西
風
新
都ＩＣ

←
五日
市Ｉ
Ｃ

五日市方面

安佐北区久地方面

安方面

ヌマジ交通ミュージアム

三菱沼田団地

下城ハイツ

古
代
山
陽
道
推
定
の
道
筋
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承
平
年
間
（
９
３
１
〜
９
３
８
）
に
か

け
て
編
集
さ
れ
た
我
が
国
初
の
百
科
辞
典

「
倭
名
類
聚
鈔
」
に
は
、
当
時
の
国
、
郡
、

郷
名
が
列
挙
さ
れ
て
い
ま
す
。
現
在
の
伴

地
区
が
含
ま
れ
て
い
た
と
さ
れ
る
佐
伯
郡

に
は
、
計
１２
の
郷
が
記
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
の
郷
名
を
現
在
の
ど
の
地
区
に
あ

て
る
か
は
、
古
来
よ
り
い
ろ
い
ろ
試
み
ら

れ
て
い
ま
す
が
、
こ
の
う
ち
の
駅
家
「
伴

部
駅
」
は
、
現
在
の
伴
東
地
区
辺
り
で
、

土
茂
（
伴
部
）
は
現
在
の
伴
地
区
で
は
な

い
か
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

伴
地
区
に
お
け
る
古
代
山
陽
道
に
つ
い

て
は
、
國
重
城
跡
地
か
ら
古
代
の
竪
穴
式

住
居
跡
が
発
掘
さ
れ
た
等
の
点
か
ら
、
平

地
の
安
川
南
沿
を
経
路
し
て
い
る
、
ま
た

は
、
養
峠
（
よ
う
だ
お
）
が
当
時
の
律
令

制
に
お
け
る
税
制
か
ら
由
来
し
て
い
る

等
、
こ
れ
ま
で
さ
ま
ざ
ま
な
所
見
が
あ
げ

ら
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
そ
れ
ら
を
結

論
づ
け
る
よ
う
な
史
跡
等
が
未
だ
発
見
さ

れ
て
い
な
い
た
め
断
定
す
る
こ
と
は
極
め

て
困
難
と
言
え
ま
す
。

　

ま
た
、
大
塚
地
区
に
は
、
古
代
山
陽
道

を
直
接
に
し
の
ば
せ
る
よ
う
な
史
跡
は

残
っ
て
い
ま
せ
ん
が
、
中
世
の
山
城
跡
で

あ
る
岸
城
周
辺
を
通
っ
て
い
た
と
の
伝
承

が
あ
り
、
こ
の
地
区
の
立
地
や
地
勢
を
考

え
る
と
、
こ
の
地
を
古
代
山
陽
道
が
通
っ

て
い
た
こ
と
は
、
想
像
に
難
く
な
い
と
思

わ
れ
ま
す
。

　

伴
・
大
塚
地
区
の
歴
史
的
資
産
と
な
っ

て
い
る
中
世
の
史
跡
等
も
あ
わ
せ
て
巡

り
、
豊
か
な
自
然
も
感
じ
る
こ
と
が
で
き

る
散
策
コ
ー
ス
で
す
。

　

伴
コ
ー
ス
は
、
ア
ス
ト
ラ
ム
ラ
イ
ン
の

伴
駅
か
ら
伴
中
央
駅
ま
で
の
範
囲
で
、
安

川
沿
い
付
近
を
中
心
に
進
む
コ
ー
ス
と

な
っ
て
い
ま
す
。
古
代
の
ロ
マ
ン
や
自
然

を
感
じ
な
が
ら
散
策
し
て
く
だ
さ
い
。

　

大
塚
コ
ー
ス
に
は
、
ツ
イ
ン
タ
ワ
ー
に

象
徴
さ
れ
る
近
代
的
な
都
市
空
間
を
背
景

に
、
歴
史
と
文
化
を
感
じ
さ
せ
る
寺
社
や

史
跡
が
点
在
し
て
い
ま
す
。
古
い
も
の
を

大
切
に
守
り
な
が
ら
、
新
し
い
も
の
を
受

け
入
れ
て
き
た
知
恵
と
優
し
さ
に
触
れ
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

散
策
コ
ー
ス
の
紹
介

広島市立大学（手前）上空から西風新都方面を見る。
アストラムライン（写真中ほど）とツインタワーに挟まれた地域に大塚コース

沼田大原台第一公園から沼田公民館方面を見る。
地域の中央を分断するかのようにアストラムラインが走る

散策コース１



せき　　　　くち　じ　　ぞう

宝永元（１７０４）年に火山の蛇抜の大惨事で、
数件の民家が押し流されました。１２人が亡
くなり、諸国行脚中の僧が自らノミを持って
地蔵尊を造立し供養したといわれています。

今も夏祭りで供養
地元が崇める石地蔵

とも　じょう　　　　とも　ひがし　じょう　あと

伴東城跡からは、数ヵ所の郭や竪堀等が確認
され、備前焼等の陶器片も出土しています。
伴北城、伴城、伴東城があり、これら３つの
支城から、現在の地名「三城田」の由来にな
ったと伝えられています。

武田方最後の戦いの山城
伴城は造成工事で消失

うん　がん　じ

元は禅宗あるいは真言宗であったとも。開基
は不明。寛文２（１６６２）年に書かれた縁起には、
寺名は岩崎山雲岸寺、阿弥陀仏は弘法大師空
海の作、元就時代の毛利氏から崇拝を受けた
等の記載があります。

県の重要文化財に指定
一木造りの阿弥陀如来像

よう　だお

「養」は当時の律令制にある、租税の「庸（よう）」
に由来するのではないかといわれています。
峠を越えて大塚方面へ続いており、古風な趣
が今もあります。養峠を登り切った民家の庭
先に小さな地蔵さんが祭られています。

古代山陽道の趣を残す
竹林を抜けて大塚へ

ど　　い　　や　しき　あと

専念寺の左裏手の田んぼ内にあり、『延喜式』
に記されている「伴部駅」の駅舎跡がこの地
にあったのではないかといわれています。各
所に残る丁（よほろ）や養（丁）峠、前原（駅家か
らの転訛）等の字名がその昔をしのばせます。

屋敷跡に残り開かずの大石
「伴部駅」跡地とも伝わる

せん　ねん　じ

龍池山専念寺、浄土真宗本願寺派で、もとは
天台宗でしたが、慶長８（１６０３）年に真宗に
改宗しました。左足を垂れて足先を小蓮座に
座す珍しい木造阿弥陀如来半跏像は、市の重
要文化財に指定されています。

福島正則がまとめた寺院
木造阿弥陀如来半跏像は市重文

い　なり　じん　じゃ

國重城跡から坂道を下ると見えてくる神社。
ここには「スクモ塚」と呼ばれていた小山が
ありました。境内には、岡野地蔵尊や蛇神を
祀る祠、子ども神楽を練習する建物がありま
す。

宇迦之御魂神を祀る
スクモ塚跡に建つ

くに　しげ　じょう　あと

武田信賢の次男、右衛門大夫信恒がこの地を
領し、以後國重氏を名乗って毛利氏に仕えた
といわれています。遺構の下から、弥生後期
～古墳前期の生活遺跡が見つかり、貴重な事
例となりました。

天下分け目の戦いに敗れるまで
国重氏の山城

雲岸寺の阿弥陀如来坐像（広島県重要文化財）

阿弥陀如来半跏像
（広島市重要文化財）

昭和５６年の発掘調査にて

左の山が伴東城跡、右の山が伴城跡（昭和６０年撮影）

土
居
屋
敷
跡
に
残
る
開
か
ず
の
大
石
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ア
ス
ト
ラ
ム
ラ
イ
ン
の
伴
駅
か
ら
安
川

沿
い
に
東
へ
進
み
、
下
向
橋
を
渡
っ
て
県

道
３８
号
線
に
入
る
と
、
駐
車
場
の
奥
に
関

の
口
地
蔵
が
供
養
さ
れ
て
い
る
お
堂
が
あ

り
ま
す
。
農
免
北
交
差
点
か
ら
農
免
道
路

を
し
ば
ら
く
登
る
と
、
沼
田
高
校
入
口
の

信
号
近
く
に
倉
庫
が
見
え
ま
す
。
そ
の
場

所
が
國
重
城
跡
で
す
。
そ
こ
か
ら
す
ぐ
の

小
道
を
右
に
入
り
、
坂
道
を
下
る
と
見
え

て
く
る
の
が
稲
荷
神
社
で
す
。
県
道
３８
号

線
に
戻
り
、
安
川
沿
い
に
西
へ
進
ん
で
保

育
園
が
あ
る
通
り
に
入
る
と
、
雲
岸
寺
が

見
え
て
き
ま
す
。

　

ア
ス
ト
ラ
ム
ラ
イ
ン
沿
い
を
南
下
し
、

大
原
駅
を
過
ぎ
て
し
ば
ら
く
進
む
と
、
衣

服
店
等
が
見
え
て
き
ま
す
が
、
こ
の
辺
り

に
伴
城
・
伴
東
城
跡
が
あ
り
ま
し
た
。
さ

ら
に
進
ん
で
、
寺
組
橋
（
南
）
交
差
点
を

渡
る
と
専
念
寺
。
専
念
寺
裏
手
の
田
ん
ぼ

内
に
あ
る
土
居
屋
敷
跡
に
は
、
開
か
ず
の

大
石
が
残
っ
て
い
ま
す
。
元
の
道
に
戻
っ

て
信
号
を
渡
り
、
大
塚
川
沿
い
の
脇
道
に

入
っ
て
黄
幡
神
社
の
外
周
に
沿
っ
て
進
む

と
養
峠
に
至
り
ま
す
。
木
々
に
囲
ま
れ
た

小
道
が
古
風
な
趣
を
感
じ
さ
せ
ま
す
。

駅
家「
伴
部
」の
有
力
地

古
代
の
夢
あ
ふ
れ
る
地

スタート

ゴール

関の口地蔵

國重城跡

約 850ｍ・約 12 分

約 550ｍ・約 7分

約 350ｍ・約 5分

約 650ｍ・約 9分

約 400ｍ・約 5分

約 650ｍ・約 9分

約 400ｍ・約 5分

約 100ｍ・約 1分

約 600ｍ・約 8分

約 550ｍ・約 7分

歩く
距離

歩く
時間 約１時間８分

約５．１ｋｍ

散策コース
古代山陽道
推定の道筋

稲荷神社

雲岸寺

伴城・伴東城跡

専念寺

土居屋敷跡

養峠

0 200ｍ

山
陽
自
動
車
道

沼田ＰＡ

広島Ｊｃｔ

アス
トラ
ムラ
イン

広陵高
伴駅

大原駅

伴中央駅

伴東小

沼田高

伴中

伴小

安川
下向橋

広
陵
橋

雲岸寺橋

寺組橋

農
免
道
路

小野原郵便局

伴郵便局

宮ケ瀬神社

学校 コンビニ 郵便局 神社 寺院

スタート
アストラムライン

伴 駅

ゴール
アストラムライン

伴中央駅

関の口地蔵

國重城跡

沼田公民館

土居屋敷跡

伴城・伴東城跡

養峠

専念寺

雲岸寺

稲荷神社

安佐南区スポーツセンター

広島
ＩＣ
→

←
五
日
市Ｉ
Ｃ

←広島西風新都ＩＣ

大塚駅

長楽寺駅

奥畑方面

安佐北区久地方面

古
代
山
陽
道
推
定
の
道
筋

大
塚
川



みや　が　　せ　じん　じゃ

創立、勧請年代は不詳ですが、旧
大塚村の氏神であり、村社であっ
たといわれています。伝承では、
元大塚の城主大塚四郎兵衛義清が
東谷の地に勧請し、その後宮ケ瀬
の地に移転したとのことですが、
アストラムラインの建設に伴い現
在地に移転しました。境内には、
安永３（１７７４）年銘の手水鉢があ
り、多く
の盃状穴
がみられ
ます。

旧大塚村の氏神で村社
新道建設で移転

いず　も　じん　じゃ

出雲大社の祭神大国主命（大己貴神）が、こ
の地の守護神として祭られており、地域の人
達の幸福と商売繁盛を祈っていると伝えられ
ています。地元では、親しみを込めて「ジョ
ンシキサン」と呼ばれています。

大国主命が守護神
地元では「ジョンシキサン」

おお　づか　かん　のん　どう

堂内には弘法大師の作で可部福王寺の立木像
の二番木で作られたといわれる、木造十一面
千手観音立像（広島市の重要文化財）が安置
されています。この堂は、岸城主大塚氏がこ
の像に感応して建てたと伝えられています。
かつては境内に清水が湧き出て、眼病に効く
霊験あらたかな清水といわれました。

市重文の観音様
眼病に効く清水が湧く

おお　とし　じん　じゃ

創立年代、由緒共に不詳ですが、この地が開
拓された頃から、耕作の神として祭られてい
ます。大塚では音崎神社と共に最も古い神社
と考えられています。

当地最古の神社
耕作の神を祭る

ごん　の　かみ　しゃ

中講地区の氏神として祭られていますが、勧
請年代、祭神ともに不詳。鎌倉時代にこの地
に住んでいた権守入道の名が「ごんのかみ」
という地名になり、それが社名の由来になっ
たといわれています。

信仰厚い地元の氏神
鎌倉時代の豪族の名が由来

がん　ぎょう　じ

かつては天台宗伝弘寺と称し、のち真宗に改
め、安永４（１７７５）年に東岸山願行寺になりま
した。経蔵の軒下には、コテで仕上げた龍や
鯉などの鏝（こて）絵が描かれています。

経蔵に描かれた鏝絵
龍や鯉が踊る

きし　じょう　あと

城主は大塚四郎兵衛と伝えられており、「沼
田町史」には、鎌倉時代に厳島の神主家であ
った佐伯氏の一族が土着武士化し、大塚氏を
名乗ったと記してあります。古代山陽道がこ
の付近を通っていたといわれています。

厳島神社神主家が創始
中世の山城跡

階段の奥に観音様が祭られています

盃状穴のある手水鉢

経堂にしっくいで描かれた鯉や龍の鏝絵（右側上下）

「ジョンシキサン」は、当地の字名「城野岸」からか？

伴中央駅

農
免
道
路

藤興園団地
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ア
ス
ト
ラ
ム
ラ
イ
ン
大
塚
駅
か
ら
広
域

公
園
前
駅
方
面
へ
向
か
い
、
広
域
公
園
北

入
口
交
差
点
の
坂
道
を
登
っ
て
行
く
と
、

右
手
に
権
之
神
社
へ
の
石
段
が
あ
り
ま

す
。
権
之
神
社
か
ら
引
き
返
す
途
中
で
左

折
し
、
道
幅
の
狭
い
住
宅
街
を
抜
け
る
と
、

目
前
に
田
園
風
景
が
広
が
り
ま
す
。
西
方

面
の
こ
ん
も
り
と
し
た
小
山
の
岸
城
跡
を

見
な
が
ら
、
ア
ス
ト
ラ
ム
ラ
イ
ン
を
め
ざ

し
て
、
細
い
坂
道
を
下
り
ま
す
。

　

ア
ス
ト
ラ
ム
ラ
イ
ン
に
沿
っ
て
伴
中
央

駅
方
面
へ
進
み
、
大
塚
駅
北
交
差
点
を

渡
っ
た
角
に
願
行
寺
が
あ
り
ま
す
。
寺
の

前
を
進
む
と
小
さ
な
十
字
路
が
あ
り
、
そ

こ
を
左
に
曲
が
っ
て
行
く
と
三
差
路
が
あ

り
ま
す
。
そ
こ
か
ら
左
手
に
行
く
と
道
沿

い
に
大
歳
神
社
が
あ
り
ま
す
。
神
社
か
ら

引
き
返
し
て
田
園
地
帯
沿
い
の
細
い
道
を

東
に
進
ん
で
行
く
と
大
塚
観
音
堂
、
さ
ら

に
進
む
と
出
雲
神
社
が
あ
り
ま
す
。
住
宅

街
を
抜
け
て
ア
ス
ト
ラ
ム
ラ
イ
ン
沿
い
に

戻
る
と
宮
ケ
瀬
神
社
で
す
。

　

宮
ケ
瀬
神
社
か
ら
大
塚
川
に
沿
っ
て
南

下
す
る
と
大
塚
駅
に
到
着
し
ま
す
。

都
市
と
共
存
す
る
旧
跡

田
園
地
帯
の
古
道
散
策

スタート

ゴール

権之神社

岸城跡

約 500ｍ・約 7分

約 500ｍ・約 6分

約 350ｍ・約 4分

約 300ｍ・約 4分

約 200ｍ・約 3分

約 300ｍ・約 4分

約 350ｍ・約 5分

約 800ｍ・約 12 分

歩く
距離

歩く
時間

約３．３ｋｍ

約４５分

散策コース
古代山陽道
推定の道筋

願行寺

大歳神社

大塚観音堂

出雲神社

宮ケ瀬神社

0 200ｍ

大塚駅

山
陽
自
動
車
道

ア
ス
ト
ラ
ム
ラ
イ
ン

学校 コンビニ 郵便局 神社 寺院

スタート
ゴール

アストラムライン
大塚駅

宮ケ瀬神社

大塚観音堂

権之神社

岸城跡

出雲神社

大歳神社
願行寺

広島広域公園

西風新都
Ａシティ

広島高速
４号線
沼田出入口

←五
日市
ＩＣ

大塚郵便局

古
代
山
陽
道
推
定
の
道
筋



　

７
世
紀
後
半
頃
に
な
り
、
各
地
の
豪
族

は
そ
れ
ま
で
権
威
の
象
徴
で
あ
っ
た
古
墳

に
替
え
て
、
６
世
紀
中
頃
に
伝
わ
っ
た
仏

教
の
寺
院
を
建
て
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
当
時
、
瓦
で
ふ
い
た
屋
根
は
宮
殿
や

役
所
、
仏
教
寺
院
な
ど
特
別
な
建
物
に
し

か
な
く
、
権
威
を
象
徴
し
て
い
ま
し
た
。

光
見
寺
跡
の
軒
丸
瓦

　

山
本
七
丁
目
で
字
名
が
「
光
見
」
の
地

に
あ
っ
た
光
見
寺
跡
か
ら
２
種
類
の
瓦
が

発
見
さ
れ
ま
し
た
。
花
弁
に
子
葉
が
な
い

瓦
（
素
弁
蓮
華
文
軒
丸
瓦
）
と
、
複
数
の

子
葉
を
重
ね
た
瓦
（
複
弁
蓮
華
文
軒
丸
瓦
）

で
、
前
者
は
白
鳳
時
代
の
も
の
、
後
者
は

奈
良
時
代
の
も
の
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

植
林
遺
跡
の
軒
丸
瓦

　

佐
東
エ
リ
ア
の
緑
井
地
区
の
権
現
山
の

山
麓
に
あ
る
植
林
遺
跡
か
ら
出
土
。
こ
の

瓦
は
白
鳳
時
代
（
７
世
紀
後
半
）
の
も
の

と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
単
品
で
出
土
し

た
の
で
断
定
は
で
き
ま
せ
ん
が
、
古
代
寺

院
だ
っ
た
可
能
性
も
あ
り
ま
す
。

古
代
の
瓦

　奈良・平安時代の役人が正装すると
きに黒い革製の帯を着けていました。
帯には、その人の官位を示す方形や半
円形の石製の飾りが付けられており、
これを石帯〔石製帯飾（せきせいおび
かざり）〕といいます。
　　　エリアの長束西小学校と長束中
学校の建設予定地内にあった権地古墓
（ごんちこぼ）から昭和５７年に、７点
の石帯が発掘されました。
　これらは、全国的にみても出土例が
稀で、貴重な資料として広島市重要有
形文化財となっています。

花
弁
に
子
葉
の
な
い

素
弁
蓮
華
文
軒
丸
瓦

複
数
の
子
葉
を
重
ね
た

複
弁
蓮
華
文
軒
丸
瓦

【
立
専
寺
所
蔵
、（
公
財
）広
島
市
文
化
財
団
文
化
財
課
提
供
】

権地古墓から出土した石帯（石製帯飾）
【（公財）広島市文化財団文化財課提供】

石帯の復元図
【（公財）広島市文化財団文化財課提供】

地方役人のベルト飾り

「古路・古道調査報告（広島市教育委員会）」で
示された古代山陽道の道筋
（破線はエリア外を示します）

「古路・古道調査報告（広島市教育委員会）」で
示されていない古代山陽道やの古道の道筋
（破線はエリア外を示します）
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散
策
コ
ー
ス
②
は
、
広
島
市
教
育
委
員

会
発
行
の
「
古
路
・
古
道
調
査
報
告
」
に

示
さ
れ
て
い
な
い
区
域
の
紹
介
で
す
。
そ

れ
ぞ
れ
の
公
民
館
が
推
奨
す
る
道
筋
（
上

図
の
青
色
線
）
に
沿
っ
て
歩
き
ま
す
。

　
　
　

エ
リ
ア
は　
　

公
民
館
と　
　

西

公
民
館
の
区
域
で
す
。
古
代
山
陽
道
が
東

区
戸
坂
か
ら
太
田
川
を
渡
っ
て
西
原
か
ら

山
本
を
横
断
し
西
区
己
斐
へ
通
っ
て
い
た

と
想
定
し
た
道
筋
と
、
東
区
牛
田
か
ら　

園
を
通
っ
て
大
町
へ
縦
断
し
て
い
た
と
想

定
し
た
道
筋
に
沿
っ
て
歩
き
ま
す
。
弥
生

時
代
の
集
落
跡
や
古
墳
な
ど
か
ら
発
掘
さ

れ
た
鉄
製
品
や
瓦
、
装
飾
品
な
ど
が
歴
史

を
物
語
っ
て
い
ま
す
。

　

佐
東
エ
リ
ア
は
佐
東
公
民
館
の
区
域
で

す
。
広
島
と
島
根
県
の
出
雲
大
社
や
石
見

地
域
を
結
ぶ
雲
石
街
道
に
沿
っ
た
史
跡
を

紹
介
し
て
い
ま
す
。
区
域
内
に
点
在
し
て

い
る
史
跡
を
紹
介
し
て
い
ま
す
。

　

戸
山
エ
リ
ア
は
戸
山
公
民
館
の
区
域
で

す
。
明
治
時
代
後
半
に
地
域
内
を
縦
断
し

て
い
た
往
還
（
街
道
）
に
沿
っ
て
、
自
然

を
感
じ
な
が
ら
歩
き
ま
す
。

散
策
コ
ー
ス
２

散策コース２

佐東エリア　P.35~37

戸山エリア　P.38~40

光見寺跡

植林遺跡

権地古墓

宗箇山

光見寺跡光見寺跡

権地古墓権地古墓

　　エリア　P.29~34

権現山

岳山

東郷山

窓ヶ山

向山

丸山

火山

武田山

大茶臼山

38

38

71

71

71

71

77

77

268

269

270

277 54
183



安
川
緑
道

　
　
　

・
山
本
コ
ー
ス
で
は
、
古
代
山
陽

道
が
武
田
山
、
火
山
な
ど
の
南
の
麓
を

通
っ
て
お
り
、
さ
ら
に
駅
家
が
火
山
の
麓

（
東
亜
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
春
日
野
の
下
）
に

あ
っ
た
と
想
定
し
て
、　　
地
区
や
山
本

地
区
の
寺
や
神
社
な
ど
を
巡
り
ま
す
。
途

中
の
迫
公
園
近
く
で
は
、
現
在
の
山
本
地

区
を
見
渡
し
て
古
代
の
様
子
を
思
い
描
い

て
み
て
く
だ
さ
い
。

　

長
束
・
西
原
・　
　

コ
ー
ス
は
古
代
山

陽
道
が
長
束
〜
大
町
を
通
っ
て
い
た
こ
と

を
想
定
し
て
、
長
束
地
区
や
西
原
地
区
の

寺
・
神
社
な
ど
を
巡
り
ま
す
。
こ
の
地
域

は
、
古
代
か
ら
中
世
に
か
け
て
八
日
市
が

立
ち
、
商
業
地
域
だ
っ
た
と
い
わ
れ
て
い

ま
す
。

歩く
時間 約２時間５分

歩く
距離 約９．０ｋｍ

0 300ｍ

長束神社

大利神社

眞幡神社（眞幡社）

蓮光寺

歓喜寺

立専寺

専念寺

迫公園

スタート

ゴール

光見寺跡

寺山遺跡

空長第１号古墳

三王原古墳

権地古墓

古道
池の内第２号古墳

平山八幡神社
熊野神社

賽神社

長和久地区と
須佐神社（荒神社）

安芸津彦神社

空長第２号古墳（移転復元）

安神社

八日市橋

豊島屋橋跡

散策コース
古代山陽道
推定の道筋

散
策
コ
ー
ス
の
紹
介

東
区
牛
田
か
ら
見
た　
　

エ
リ
ア
。

正
面
に
火
山
が
そ
び
え
、向
か
っ
て
右
に
武
田
山
。

●
印
は
、駅
家
の
想
定
地

※遺跡・古墳・古墓は宅地造成等のため消滅
※空長第１号古墳は空長古墳群の中の古墳の一つ。池の内第２号古墳は池の内遺跡の中の古墳の一つ

太
田
川

新
安
川

山
本
川

Ｊ
Ｒ
可
部
線

西原駅

不動院駅

東区牛田

安芸長束駅長束西小

山本小

原小

原南小広島文化学園大・短大

長束中

スタート
ゴール

己
斐
峠
方
面

東区牛田

古代山陽道推定の道筋

可部方面

火
山

武
田
山

イオンモール
広島

Ｊ
Ｒ
可
部
線
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エ
リ
ア
は
旧　
　

町
の
う
ち
東
原

を
除
く
地
域
で
、
古
川
、
太
田
川
の
河
川

と
武
田
山
、
火
山
、
丸
山
、
宗
箇
山
の
稜

線
の
間
に
位
置
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
エ
リ
ア
で
は
、
武
田
山
に
銀
山
城

（
金
山
城
）
を
構
え
て
い
た
武
田
氏
に
関

わ
る
遺
跡
や
武
田
氏
ゆ
か
り
の
社
寺
は
よ

く
知
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
そ
れ
以
外
に
も
、

弥
生
時
代
後
期
以
降
の
遺
跡
な
ど
が
数
多

く
あ
り
ま
す
。
武
田
山
、
火
山
、
宗
箇
山

の
山
麓
の
少
し
高
い
位
置
に
は
、
竪
穴
式

住
居
跡
、
掘
立
柱
建
物
跡
な
ど
か
ら
な
る

寺
山
遺
跡
を
始
め
と
す
る
弥
生
時
代
後
期

の
集
落
跡
が
多
く
確
認
さ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
古
墳
時
代
の
武
器
、
鏡
、
玉
類
な

ど
を
副
葬
し
た
三
王
原
古
墳
、
県
内
で
も

規
模
の
大
き
い
古
墳
の
一
つ
で
あ
る
池
の

内
第
２
号
古
墳
、
全
国
で
も
珍
し
い
鉄
製

品
が
出
土
し
た
空
長
第
１
号
古
墳
な
ど
多

く
の
古
墳
が
確
認
さ
れ
て
い
ま
す
。
さ
ら

に
、
山
本
・
長
束
地
区
や　
　

地
区
に
は

奈
良
時
代
の
条
里
制
の
痕
跡
も
見
ら
れ
る

な
ど
、
こ
の
エ
リ
ア
の
歴
史
の
厚
み
を
物

語
っ
て
い
ま
す
。

　

古
代
山
陽
道
が
こ
の
エ
リ
ア
を
通
っ
て

い
た
こ
と
を
証
明
す
る
確
実
な
証
拠
や
文

献
は
現
在
の
と
こ
ろ
見
当
た
り
ま
せ
ん
。

し
か
し
、
山
本
地
区
の
古
地
図
に
、
字
名

（
あ
ざ
な
）
と
し
て
、
道
の
管
理
者
の
館

を
表
す
「
道
河
内
（
道
垣
内
か
）」（
山
本

九
丁
目
９
番
辺
り
）、
そ
の
西
、
眞
幡
神

社
（
眞
幡
社
）
の
所
に
「
大
伴
」
が
あ
り

ま
す
。
さ
ら
に
、
そ
の
西
隣
に
は
役
所
が

あ
っ
た
所
を
表
す
「
官
鍛
（
か
ん
が
）（
官

衙
か
）」（
山
本
八
丁
目
で
立
専
寺
の
西
）

が
あ
る
こ
と
や
少
し
離
れ
た
所
に
「
馬
場
」

（
山
本
七
丁
目
で
専
念
寺
付
近
）
と
い
う

字
名
の
存
在
か
ら
、
古
代
山
陽
道
の
駅
家

「
伴
部
」
が
こ
の
エ
リ
ア
の
山
本
地
区
に

あ
り
、
こ
こ
を
古
代
山
陽
道
が
通
っ
て
い

た
と
い
う
考
え
も
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
山
本
地
区
を
さ
ら
に
西
へ
進
み
、

己
斐
峠
の
南
東
に
は
「
大
道
」
と
い
う
字
名

が
あ
り
、
こ
の
考
え
を
大
き
く
裏
付
け
る

も
の
で
す
。

　

奈
良
時
代
に
は
現
在
の
山
本
七
丁
目
に

瓦
で
屋
根
を
ふ
い
た
光
見
寺
が
建
立
さ
れ

て
い
ま
し
た
。
ま
た
、
県
内
で
も
数
が
少

な
く
、
比
較
的
高
い
官
位
で
あ
る
七
位
以

上
の
人
物
の
「
石
帯
〔
石
製
帯
飾
（
せ
き

せ
い
お
び
か
ざ
り
）〕」
が
昭
和
５７
年
、
長

束
西
一
丁
目
の
権
地
古
墓
（
ご
ん
ち
こ
ぼ
）

か
ら
発
掘
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
駅
家
の

駅
長
の
墓
で
は
な
い
か
と
も
考
え
ら
れ
て

い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
こ
と
は
「
伴
部
」
が
山
本
地

区
に
あ
っ
た
と
の
推
論
を
助
け
る
も
の
と

思
わ
れ
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
長
束
・
西
原
・　
　

地
区
に

つ
い
て
も
、
安
芸
国
の
政
治
勢
力
の
中
心

が
安
芸
国
府
中
に
置
か
れ
た
頃
は
、
山
陽

地
方
の
大
動
脈
道
路
と
し
て
は
、
府
中
か

ら
矢
賀
、
牛
田
を
経
て
太
田
川
を
渡
り
長

束
、
西
原
、　　
　

、
大
町
、
伴
を
通
り
石

内
に
向
か
う
官
道
が
あ
っ
た
と
さ
れ
て
い

る
こ
と
か
ら
、
こ
の
地
域
を
古
代
山
陽
道

が
通
っ
て
い
た
こ
と
も
考
え
ら
れ
ま
す
。

【
古
地
図
に
表
記
さ
れ
て
い
る
字
名
と
現
在
の
地
図
】

①
上
八
日
市　

②
帆
立　

③
出
口　

④
道
河
内　

⑤
大
伴　

⑥
官
鍛　

⑦
光
見（
光
見
寺
跡
）　

⑧
馬
場

字
名
が
示
す
役
所
の
所
在

発
掘
さ
れ
た
高
官
の
装
飾
品

散策コース２

安芸長束駅

太
田
川



ひら　やま　はち　まん　じん　じゃ

天文１２（１５４３）年、大内義隆によって造営さ
れたと棟札に記されています。祭神は八幡神
です。永禄３（１５６０）年には毛利元就が息子
隆元の武運長久と国家安全を祈願して宝殿
（本殿）を新築したと棟札に記されています。
宝殿の大棟には毛利の家紋があります。

毛利元就が嫡男の武運長久を祈願
宝殿の大棟に一文字に三つ星が

せん　ねん　じ

古くは禅宗でしたが、元亀３（１５７２）年、僧
了心が浄土真宗に改宗し、清徳山正専寺と称
し、浄土真宗大谷派に属しました。その後、
明治４１（１９０８）年に本願寺派に転派して、清
徳山専念寺と改めました。

禅宗から浄土真宗へ
大谷派から本願寺派へ

りゅう　せん　じ

元は武将山金龍院といい、銀山城主武田氏の
菩提寺。武田氏の衰亡により廃寺となり、天
文４（１５３５）年僧正春によって浄土真宗の寺と
して再興、武将山立専寺と改称されました。
三王原古墳などから出土した銅鏡、鉄製の直
刀、須恵器や光見寺跡から出土した軒瓦が保
管されています。

元は武田氏の菩提寺
光見寺跡からの出土品を保管

ま　はた　じん　じゃ　　　　ま　はた　しゃ

黄幡神を祭り、おんばんさんと呼ばれ崇拝さ
れていました。ある時、御神体が比治山に移
されたため、江戸時代末期道先案内の神猿田
彦命を勧請しました。その後「眞幡神社」と
改称されました。この地の字名は「大伴」で、
５世紀代以降で「大伴氏」の支配下にあった
可能性がある土地柄です。三王原にあった山
王権現が合祀（し）されています。

旧東山本村の村社
大イチョウは地区のシンボル

やす　じん　じゃ

元の名は　　社。当初、松尾山（　　中学校
付近）にありましたが、正安元（１２９９）年兵
火によって焼失。幸い御神体は御旅所（現在
地）にあって難を免れ、嘉元年間（１３０３～１３
０６年）、武田氏がこの地に社殿を建立したと
伝えられています。

元の名が町名の由来に
武田氏が当地へ社殿建立

さこ　こう　えん

公園の片隅に近くで出土した三王原古墳の石
棺の蓋石が置かれています。三王原古墳があ
った場所は住宅地になっています。ほぼ同じ
場所に山王権現があったといわれています。

公園内に石棺の蓋石
古墳は住宅地へ

かん　き　　じ

元感神院と称し、元慶８（８８４）年松尾山に開
基し、松尾山徳達寺と称しました。天正１１（１５
８３）年現在の安神社の境内に移されました。
廃仏毀釈（きしゃく）に遭う可能性があるため、
明治４（１８７１）年に今の場所に移し、寺名も瑞
宝山歓喜寺に改めました。所蔵の絹本著色不
動明王画像は県指定の重要文化財で広島市郷
土資料館に保管されています。

廃仏毀釈（きしゃく）から逃れ
安神社から当地へ移転

おお　とし　じん　じゃ

青原（　　四丁目）にある小山に歓喜寺と共に
鎮座しています。農業祖神である大年の神を
祭る神社。昭和に三菱重工拡張で田を埋設す
るため土を採取し、小山が低くなりました。
今の神社、寺院は戦後に再建。

農業の神を祭る
小山は農地埋め立てで低く

あ　　き　　つ　　ひこ　じん　じゃ

元の名は官幣社といい、寛永元（１６２４）年青
原の地に創建されました。祭神は安芸津彦命
と安芸津姫命です。天保２（１８３１）年火災に
遭い、現在地に遷座しました。明治５（１８７２）
年に社号が今の名前に改められました。

古くは厳島神社の祭礼と関係
祭神は安芸津彦命と安芸津姫命

第二東亜ハイツ
第一東亜ハイツ
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Ｊ
Ｒ
下　
　

駅
か
ら
、
県
道
２
７
７
号

線
（
旧
国
道
）
沿
い
の
安
神
社
、
安
芸
津

彦
神
社
を
巡
り
、Ｊ
Ｒ
可
部
線
を
ま
た
い

で
イ
オ
ン
モ
ー
ル
広
島　
　

の
横
を
通
っ

て
、
武
田
山
南
麓
の
小
山
に
鎮
座
す
る
大

利
神
社
、
歓
喜
寺
に
至
り
ま
す
。
そ
こ
か

ら
住
宅
地
の
間
の
道
や　
　

中
学
校
そ
ば

の
道
を
上
り
、
武
田
山
の
大
谷
に
向
か
う

登
山
道
を
横
切
っ
て
進
む
と
、
出
土
し
た

三
王
原
古
墳
の
石
棺
の
蓋
石
が
置
い
て
あ

る
迫
公
園
で
す
。
南
西
方
向
に
あ
る
眞
幡

武
田
山
麓
に
広
が
る

戦
国
時
代
の
要
衝

スタート

ゴール

約 500ｍ・約 7分

約 200ｍ・約 3分

約 1300ｍ・約 18 分

約 0ｍ・約 0分

約 800ｍ・約 10 分

約 600ｍ・約 8分

約 100ｍ・約 2分

約 700ｍ・約 10 分

約 300ｍ・約 4分

約 600ｍ・約 8分

歩く
距離

歩く
時間 約７０分

約５．１ｋｍ

散策コース
古代山陽道
推定の道筋

迫公園

眞幡神社（眞幡社）

立専寺

専念寺

安神社

歓喜寺

大利神社

安芸津彦神社

平山八幡神社

神
社
（
眞
幡
社
）
の
イ
チ
ョ
ウ
の
木
を
目

指
し
て
道
を
西
に
下
り
る
と
、
眞
幡
神
社

（
眞
幡
社
）
と
東
山
本
か
ら
武
田
山
の
登

山
道
沿
い
に
あ
る
立
専
寺
。
登
山
道
を
下

り
、
武
田
山
医
院
の
四
つ
角
を
右
に
し
ば

ら
く
進
み
ま
す
。
春
日
野
へ
向
か
う
バ
ス

道
路
を
横
切
る
と
、
右
に
専
念
寺
へ
向
か

う
案
内
板
が
あ
り
ま
す
の
で
、
案
内
板
に

従
っ
て
専
念
寺
へ
。
横
の
坂
道
を
上
る
と
、

平
山
八
幡
神
社
に
到
着
。
道
を
引
き
返
し
、

バ
ス
道
路
の
山
本
七
丁
目
の
バ
ス
停
に
向

か
い
ま
す
。
な
お
、
平
山
八
幡
神
社
の
南

側
に
あ
る
舗
装
路
を
己
斐
峠
方
面
に
進
む

と
、
墓
苑
（
ぼ
え
ん
）
の
手
前
に
古
道
が

右
か
ら
左
へ
上
っ
て
い
ま
す
の
で
、
時
間

が
あ
れ
ば
ご
覧
く
だ
さ
い
。

0 100ｍ

池の内第２号古墳

空長第１号古墳 Ｊ
Ｒ
可
部
線山

本
川

山本小

AICJ中・高

山本郵便局

武田山医院

西原胡子神社
神山公園

学校 コンビニ 郵便局 神社 寺院

スタート
ＪＲ

ゴール
バス停

山本７丁目

大利神社

眞幡神社（眞幡社）

歓喜寺

立専寺

専念寺

迫公園光見寺跡

寺山遺跡

三王原古墳

平山八幡神社

安芸津彦神社

安神社

己
斐
峠
方
面

武田山

東亜ニュータウン
春日野

古代山陽道推定の道筋

広島方面安芸長束駅

古市橋駅

イオンモール広島



くま　の　じん　じゃ

天文年間（１５３２～１５５５年）、銀山城主武田氏
が創建し、御祭神は伊邪那岐命、伊邪那美命
です。火災が多かったので熊野より勧請した
ところ収まったといわれ、防火神として崇敬
されてきました。帆立地区の氏神さんです。

地区を火災から守る神
境内の石灯籠には盃状穴

と　しま　や　ばし　あと

長和久、河合地区から北西に雲石街道（現県
道２７７号線）へ向かう道路が安川にあたった
所にあった橋の跡です。現在では、その付近
は安川緑道になっています。

古代山陽道が安川を渡る橋
橋の名は地元の豪商豊島屋から

そら　なが　だい　に　ごう　こ　ふん

５世紀後半から６世紀初頭に築造された空長
古墳群は４基の円墳からなり、現山本五丁目
の丘陵尾根上にありましたが、宅地造成のた
めに消滅。その第２号古墳の箱式石棺が　　
公民館へ移転復元されています。刀などの鉄
製品が副葬されており、埋葬者は地域の有力
者が考えられています。

地域の有力者を埋葬か
刀などの鉄製品が出土

なが　つか　じん　じゃ

長束西小学校の北側（長束西三丁目）にあっ
た大年山に八幡神を勧請して貞観１２（８７０）
年に創建。文政１１（１８２８）年現在地に遷座さ
れました。太田川放水路の完成と同時に、太
田川全流域の水の神が勧請されています。

長束地区の総氏神
太田川全流域の水神

よう　か　いち　ばし

　　一丁目と西原一丁目の境界線の川にかか
っている橋です。橋の名前は、古い地名の八
日市からつけられています。この付近には、
古代から中世にかけて市が立ち、安芸の中心
といわれていました。

古代に立った市の名残
当時の繁栄を思い返す

さい　の　かみ　しゃ

長束に集落が形成された平安時代中期から室
町時代の時期に創建されたと思われます。祭
神は猿田彦神で、道先案内、往来安全、五穀
豊穣、疫病邪霊侵入阻止の神として信仰され
ています。

長束集落とほぼ同時に創建
地域を疫病から守る神

れん　こう　じ

鎌倉時代に、現　　北高等学校付近の龍原に
仏護寺と１２坊の一つとして建立。その後、
寺名を蓮光寺と改め、中区寺町に移った後、
寛永元（１６２４）年に現在地に移転。境内にあ
る蓮華松は、その時の記念に植えられました。

移転を重ね当地へ落ち着く
記念の松は樹齢約３９０年

なが　わ　く　　ち　　く　　　　　す　　さ　じん　しゃ　　　こう　じん　しゃ

長和久地区は、長束と広島不動院との間を流れる太田川の渡船
場があった所で、昔から集落がありました。この須佐神社は、
長和久地区の氏神さんで、荒神社とも呼ばれています。

長束と不動院を結ぶ
太田川の渡し場

須佐神社（荒神社）渡船場があった長和久地区
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大
橋
北
バ
ス
停
（
エ
デ
ィ
オ
ン
前
）

か
ら　
　

大
橋
方
面
に
少
し
進
み
、
そ
の

手
前
の
土
手
下
の
道
を
左
に
と
る
と
間
も

な
く
長
束
神
社
に
至
り
ま
す
。
そ
こ
か
ら

川
土
手
を
東
に
進
ん
だ
後
、
土
手
を
下
が

る
と
長
和
久
地
区
の
須
佐
神
社
（
荒
神
社
）

が
あ
り
ま
す
。
西
に
進
み
、
国
道
１
８
３

号
を
横
断
し
て　
　

大
橋
方
面
へ
進
み
、

路
地
を
西
に
進
む
と
蓮
光
寺
。
そ
の
西
に

あ
る
新
安
川
に
か
か
る
長
束
橋
を
渡
り
、

道
路
を
西
に
進
み
県
道
２
７
７
号
線
、
さ

ら
に
Ｊ
Ｒ
可
部
線
を
渡
る
と
賽
神
社
で

す
。
道
を
新
安
川
沿
い
ま
で
戻
り
、
川
沿

い
に
上
流
へ
進
む
と
八
日
市
橋
。
さ
ら
に

進
む
と　
　

公
民
館
が
あ
り
、
そ
の
敷
地

内
に
空
長
第
２
号
古
墳
の
石
棺
が
移
転
復

元
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
上
流
の
安
川
緑

道
に
あ
る
豊
島
屋
橋
跡
の
そ
ば
を
通
っ
て

か
つ
て
の
雲
石
街
道
へ
、
左
に
と
っ
て
県

道
２
７
７
号
線
と
の
合
流
点
近
く
ま
で
進

み
ま
す
。
右
手
に
熊
野
神
社
の
鳥
居
が
見

え
、
そ
こ
に
向
か
う
参
道
が
あ
る
の
で
、

県
道
２
７
７
号
線
を
横
断
し
参
道
を
進
む

と
熊
野
神
社
に
到
着
。
県
道
２
７
７
号
線

と
ほ
ぼ
平
行
に
走
っ
て
い
る
細
い
道
を
古

市
方
面
に
進
む
と
Ｊ
Ｒ
下　
　

駅
に
到
着

し
ま
す
。

八
日
の
市
に
集
う
人

物
資
行
き
交
う
要
所

スタート

ゴール

長束神社

長和久地区と
須佐神社（荒神社）

蓮光寺

賽神社

約 300ｍ・約 4分

約 400ｍ・約 5分

約 600ｍ・約 9分

約 500ｍ・約 8分

約 700ｍ・約 10 分

約 200ｍ・約 3分

約 400ｍ・約 5分

約 500ｍ・約 7分

歩く
距離

歩く
時間 約５５分

約３．９ｋｍ

散策コース
古代山陽道
推定の道筋

八日市橋

空長第２号古墳
　　　　（移転復元）

豊島屋橋跡

約 300ｍ・約 4分

熊野神社

0 100ｍ

Ｊ
Ｒ
可
部
線

安芸長束駅

原南小
長束郵便局

長束グラウンド

新
安
川

太
田
川

学校 コンビニ 郵便局 神社 寺院

ゴール
ＪＲ

スタート
バス停

長束神社

蓮光寺

熊野神社

賽神社

長和久地区と
須佐神社（荒神社）

空長第２号古墳（移転復元）

八日市橋

豊島屋橋跡

安
川
緑
道

古市橋駅

長束橋

安
川
緑
道

古代山陽道推定の道筋

古
代
山
陽
道
推
定
の
道
筋



　

Ｊ
Ｒ
可
部
線
の
緑
井
駅
か
ら
江
戸
中
期

に
開
通
し
た
八
木
用
水
沿
い
の
道
を
歩

き
、
緑
井
地
区
の
神
社
仏
閣
を
め
ぐ
る

ル
ー
ト
で
す
。

　

こ
の
一
帯
は
八
木
用
水
、
川
の
内
用
水

と
い
っ
た
農
業
用
水
が
流
れ
、
水
不
足
に

悩
ま
さ
れ
た
時
代
を
思
い
起
こ
さ
せ
ま
す
。

　

権
現
山
か
ら
阿
武
山
東
側
の
丘
陵
地
一

帯
に
は
、
４
世
紀
初
め
か
ら
７
世
紀
に
か

け
て
の
古
墳
が
現
存
。
丘
陵
頂
上
の
古
墳

の
竪
穴
式
石
室
か
ら
銅
鏡
や
鉄
器
な
ど
が

複
数
出
土
し
て
い
ま
す
。

　

八
木
地
区
は
、
八
木
城
の
香
川
勝
雄
の

大
蛇
退
治
伝
説
と
、
そ
れ
ら
に
ち
な
ん
だ

史
跡
が
存
在
し
ま
す
。
ま
た
、
太
田
川
の

利
・
治
水
事
業
と
し
て
建
設
さ
れ
た
高
瀬

堰
、こ
れ
に
よ
る
旧
佐
東
町
（
川
内
・
緑
井
・

八
木
）
一
帯
が
洪
水
禍
か
ら
解
放
さ
れ
た

記
念
碑
「
大
禹
謨
（
だ
い
う
ぼ
）」
な
ど
、

新
し
い
文
化
遺
産
も
あ
り
ま
す
。

　

川
内
地
区
は
明
治
２１
年
ま
で
温
井
村
、

中
調
子
村
の
二
つ
の
村
が
存
在
し
て
お

り
、
安
佐
南
区
川
内
と
な
っ
た
今
で
も
、

そ
れ
ぞ
れ
の
地
区
で
緑
井
・
八
木
地
区
と

同
様
な
秋
祭
り
な
ど
の
伝
統
行
事
を
行
っ

て
い
ま
す
。
広
島
菜
の
産
地
と
し
て
全
国

的
に
も
有
名
で
す
。

古
墳
時
代
か
ら
現
代
へ

時
代
の
変
遷
を
歩
む

散
策
コ
ー
ス
の
紹
介

※平成２６年８月に発生した豪雨災害で、阿武山の麓に存在する寺・神社および史跡の一部が決壊していることや
　砂防堰堤の整備に伴い、参道が制限または立入禁止になっている場合があります。
※雲石街道は、『広島市の文化財第２２集「広島付近の主要交通路の変遷」１６ページ　第２節　陸行』および
　『ひろしま歴史街道散策くらぶHP「出雲石見街道」』を参考にしています。

スタート

ゴール

八木用水

専蔵坊

宇那木神社

約 700ｍ・約 9分

約 500ｍ・約 7分

約 600ｍ・約 8分

約 500ｍ・約 7分

歩く
距離

歩く
時間

約２．３ｋｍ

約３１分

散策コース

雲石街道

0 200ｍ

宇那木神社

植林遺跡 光廣神社

浄楽寺

浄行寺

明円寺

権五郎神社

温井八幡神社

宇那木山２号古墳

神宮山
１号古墳

中調子八幡宮・天満宮

専蔵坊

八木用水

佐東公民館

浄楽寺
光廣神社

権五郎神社

浄行寺
温井八幡神社
明円寺
中調子八幡宮・天満宮

ＪＲ
可部
線

緑井駅

大町駅

梅林駅

七軒茶屋駅

緑井小

川内小

城南中

梅林小

城山北中

広島ＩＣ

山陽自動車道
安佐大橋

高
瀬
大
橋

高
瀬
堰

太
田
川

古
川 川内郵便局

緑井郵便局

学校 コンビニ 郵便局 神社 寺院

せ
せ
ら
ぎ
公
園

←五日市ＩＣ

広島東ＩＣ→

広島方面

可部方面

スタート
ＪＲ

緑井駅

ゴール
ＪＲ

七軒茶屋駅

大禹謨

八木城跡
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佐
東
公
民
館
の
エ
リ
ア
は
、
旧
佐
東
町

域
で
す
。
旧
佐
東
町
は
昭
和
３０
年
に
川
内
、

八
木
、
緑
井
の
三
村
が
合
併
し
ま
し
た
。

そ
の
後
、
広
島
市
と
合
併
し
、
区
制
施
行

時
に
旧
村
時
代
の
町
名
が
復
活
し
ま
し

た
。

　

佐
東
エ
リ
ア
の
古
代
山
陽
道
の
存
在

は
、
古
代
の
文
献
で
は
確
認
で
き
ま
せ
ん
。

古
代
山
陽
道
が
設
置
さ
れ
る
前
に
つ
い
て

は
、
古
墳
遺
跡
か
ら
あ
る
程
度
検
討
が
可

能
で
す
。
緑
井
の
神
宮
山
古
墳
群
と
宇
那

木
山
古
墳
群
、
八
木
の
天
井
林
古
墳
群
な

ど
は
、
と
も
に
大
和
朝
廷
の
統
一
期
か
ら

大
化
の
改
新
以
前
に
お
い
て
、
こ
の
地
域

に
お
け
る
人
々
の
生
活
の
連
続
性
を
具
体

的
に
示
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
古
墳
は
、

神
宮
山
、
宇
那
木
山
の
山
頂
付
近
を
経
て

阿
武
山
東
南
麓
（
現
在
の
八
木
二
丁
目
）

ま
で
確
認
で
き
、
当
時
の
支
配
者
た
ち
の

勢
力
を
物
語
っ
て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
大
化
の
改
新
の
前
後
か
ら
全
国

各
地
に
設
置
さ
れ
た
大
規
模
な
条
里
制
の

遺
構
を
、
八
木
三
丁
目
か
ら
緑
井
の
平
地

部
一
帯
に
見
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。　

　

ま
た
、
近
年
で
は
緑
井
八
丁
目
（
上
組
）

の
緩
斜
面
に
あ
る
畑
の
地
下
１
・
６
ｍ
か

ら
、
白
鳳
時
代
（
６
４
５
年
ご
ろ
〜
７
１

０
年
ご
ろ
）
の
瓦
（
素
弁
蓮
華
文
軒
丸
瓦
）

が
完
全
な
形
で
出
土
（
植
林
遺
跡
）
し
て

て
い
ま
す
。「
四
本
寺
」
と
い
う
古
い
地

名
や
、
佐
東
地
域
で
は
最
大
の
横
穴
式
石

室
墳
と
な
る
四
本
寺
古
墳
な
ど
、
今
後
の

研
究
が
期
待
さ
れ
る
遺
跡
も
現
存
し
て
い

ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
遺
跡
群
が
連
な
る
山
麓
は
、

当
時
の
人
々
が
往
来
す
る
道
や
流
路
を
変

え
な
が
ら
形
成
さ
れ
た
川
（
太
田
川
）
の

自
然
堤
防
な
ど
も
、
主
要
な
道
と
し
て
活

用
さ
れ
た
と
想
像
さ
れ
ま
す
。

古川と阿武山

古川の河川敷にあるせせらぎ公園は地域の憩いの場

散策コース２



　

安
佐
南
区
の
北
西
部
に
位
置
す
る
戸
山

地
区
は
、
古
の
時
代
よ
り
地
区
最
高
峰
の

東
郷
山
（
標
高
９
７
７
ｍ
）
を
は
じ
め
と

す
る
山
々
に
抱
か
れ
、
こ
れ
ら
を
源
流
と

し
て
地
域
を
横
断
し
つ
つ
太
田
川
に
そ
そ

ぐ
吉
山
川
を
囲
む
よ
う
に
南
北
約
９
㎞
に

わ
た
り
、
細
長
く
す
り
鉢
状
に
開
け
た
緑

豊
か
な
里
山
・
田
園
地
帯
で
す
。

　

郷
土
出
身
の
作
家
、
若
杉
慧
は
我
が
故

郷
を
「
吉
山
川
に
沿
っ
て
広
が
る
一
枚
の

木
の
葉
の
よ
う
な
緑
豊
か
な
美
し
い
里
」

と
表
現
し
ま
し
た
。
山
向
こ
う
の
西
風
新

都
の
開
発
に
伴
い
、
近
年
は
広
島
市
中
心

部
か
ら
の
交
通
の
利
便
性
が
格
段
に
向
上

し
「
広
島
市
中
心
部
か
ら
３０
分
の
絶
好
の

立
地
条
件
に
あ
る
田
園
地
帯
」
と
し
て
定

住
希
望
も
増
え
る
な
ど
注
目
の
地
区
に
な

り
ま
し
た
。

　

戸
山
地
区
が
歴
史
舞
台
に
登
場
す
る
の

は
十
世
紀
頃
か
ら
で
す
。
京
都
や
大
和
の

都
か
ら
こ
の
地
に
来
た
、
と
の
話
が
い
く

つ
も
の
時
代
を
経
て
伝
え
ら
れ
、「
こ
ん

な
山
奥
に
ど
う
し
て…

…

」
と
の
疑
問
が

わ
く
と
こ
ろ
で
す
が
、
峠
一
つ
越
え
た
伴

地
区
が
、
当
時
、
古
代
山
陽
道
が
通
る
な

ど
交
通
の
要
衝
の
地
で
あ
っ
た
こ
と
を
考

え
れ
ば
、
隠
棲
の
地
な
ど
と
し
て
の
ロ
マ

ン
の
可
能
性
が
膨
ら
み
ま
す
。

　

阿
戸
村
と
吉
山
村
が
明
治
２２
年
に
戸
山

村
と
し
て
合
併
以
降
、
今
日
に
至
る
ま
で

一
つ
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
エ
リ
ア
と
し
て
、

地
域
住
民
の
方
々
の
深
い
郷
土
愛
と
強
い

絆
に
よ
り
、
地
域
の
貴
重
な
伝
統
芸
能
や

文
化
財
、
そ
し
て
生
活
環
境
等
が
大
切
に

保
存
さ
れ
、
次
世
代
に
受
け
継
が
れ
る
活

動
を
継
続
さ
れ
て
い
ま
す
。

辻堂屋敷跡から吉山地区を見る

阿戸地区から吉山方面を望む。向かって左に戸山富士と呼ばれる大利蔵山

散策コース２

向かって右が八幡宮、
左に天満宮

なか　じょう　し　はち　まん　ぐう　　てん　まん　ぐう

中調子村の氏神として八幡三
神を祭る、木製の鳥居が特徴
的な神社です。
天満宮は、安芸国の守護武田
義信の祈願所として建立、祭
神は菅原道真。御神体木像は、
太宰府天満宮の梅の木で彫ら
れたとされています。

荘厳な木製鳥居　
大宰府の梅木で御神体

みょう　えん　じ

福島大和守真道の二男が慶長９（１６０４）年に開基
し、山号を福島山という福島氏ゆかりの寺です。
福島氏は安芸国守護武田氏の下で守護代を務
め、のちに毛利氏に従い水軍として活躍したと
伝えられています。

毛利を支えた水軍、福島氏ゆかりの寺

ぬく　い　はち　まん　じん　じゃ

八幡三神を祭っており、旧温井村の氏神とし
て尊崇されてきました。境内には、樹高２４
ｍで、鍾乳石のような乳柱を多数下げた特徴
的なイチョウの木「温井八幡の乳下がりイチ
ョウ（市指定天然記念物）」があります。

旧温井村の氏神様と大イチョウ

じょう　ぎょう　じ

芸藩通志に「温井村にあり、竜頭山
号す、永正五年戊辰僧覚浄開基」と
記されており、覚浄は瀬野村檜ヶ城
主坂山行次の長男四郎といわれてい
ます。「平和への思い」を込めて毎朝
欠かさず突かれる鐘は、戦後に地元
の門徒が金を出し合って造りました。

地域に響く平和の鐘の音

ごん　ご　　ろう　じん　じゃ

八木城主香川氏の祖先である「鎌倉権五郎景
正」を祭神としたことから、この名前がつけ
られたとされています。香川家七代目の景光
が、八木城築城とともに景正の霊を勧請し、
子孫が代々祭ってきたとされています。

八木城跡にある小社
城主の祖先が祭神

じょう　らく　じ

柏渓山と号し、玄和５（１６１９）年、順超 ( じゅ
んちょう ) という僧が開きました。現在の本
堂は明治１１（１８７８）年から４年がかりで可部
の福王寺から移築。

本堂は４年がかりで移築
紅葉が映える美しい山門

みつ　ひろ　じん　じゃ

約５００年前、毛利氏が鎌倉の鶴岡八幡宮から
八幡三神を移して祭ったとされ、八木村の氏
神としてあがめられてきました。八木城主香
川氏の祈願所とされ、香川勝雄が大蛇を退治
した太刀が奉納されていました。

毛利氏が鎌倉から移した
大蛇退治の伝説が残る

や　　ぎ　　よう　すい

太田川右岸の佐東、安古市、　　一帯の農業用
水確保のため、南下安村の大工卯之助が中心
となって工事が行われ、明和５（１７６８）年に
完成し通水を始めた延長約１６ｋｍの農業用水
路。現代も農業用水路として利用しています。

農業に欠かせない水路
総延長距離は約１６ｋｍ
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う　　な　　き　じん　じゃ

安芸の国守護武田氏の銀山城の北方を守るた
めに、甲斐の国（山梨県）から八幡三神を移
して祭ったと伝えられています。宇那木神社
の拝殿右側の登山道を登ると、宇那木山古墳、
宇那木山２号古墳。

甲斐の国から来た神様
銀山城北門守護の社

せん　ぞう　ぼう

天文年間（１５３２～１５５５年）教順の開基と伝え
られていますが、古文献などの記録は火災で
失われました。江戸期の住職曇龍の時には教
勢は盛大となったとも伝えられています。後
方の山頂には、神宮山１号古墳。

度々の火災で消えた文献
背後の古墳は前方後円墳



なか　　　　もり　はち　まん　じん　じゃ

弘治２（１５５６）年に、この地に来た三宅飛騨
守が守護神として懐中していた八幡神を祭っ
たことに始まると伝わります。
境内に至る長く急な石段と広島市天然記念物
のアラカシの巨木は見事です。

かつての吉山村の村社
鳥居からの石段は１４１段

きぬ　がさ　　こ　う　え　も　ん　　　　はか

１３００年頃、大和の国、丹生（にふ）の衣笠城
が落城し、この地に逃れた城主「吉平公」（後
に幸右衛門と改名）が、吉山川からの水路建
設などに尽力し、この地を拓いたと伝わって
います。

大和の国から逃れ住む
当地を開拓した先人が眠る

つじ　どう　や　しき　あと

建武の新政（１３３３年）の頃、安芸国の国司を
父に持つ恩賞方長官であった「藤原藤房（萬
里小路藤房・までのこうじふじふさ）」が、
故あってこの地に隠棲したとの伝承がありま
す。大きな石垣の屋敷跡は、今も昔の面影を
とどめています。

建武の新政の高官が
隠れ住んだ地

あ　　と　みょう　じん　じゃ　　　　しゃ　そう

コウヤマキ、スギ、ヒノキ、モッコクなどは
植林ですが、その時期は社殿を改築した１９
世紀中頃とされ、祖先の阿刀明神社維持に対
する情熱が感じられます。カシ等の広葉樹も
豊富で植林以前の古い社叢が想像できます。

祖先の情熱が注がれた
神社維持の社叢

やま　の　ご　しょ　　あ　　と　みょう　じん　じゃ

大和朝廷の頃、この地に派遣された阿刀一族が祖神・可美真手命（うましでのみこと）を祭り、
仁寿２（８５２）年、天照大神、宗像三女神を合祀したのが始まりと伝わります。鎌倉時代の書物「楽
音寺神明帳」に阿刀明神の名があります。
神社境内に古来からの舞殿を建てて、秋の大祭に奉納される阿刀神楽と境内周辺一帯の社叢は
見ごたえ十分です。

阿刀一族が祭る祖神　神楽と社叢が圧巻

広島県無形民俗文化財指定
（昭和４０年１０月２９日）※託宣……神が人に乗り移ること

アラカシは日本西南部の暖帯に広く分布する
常緑広葉樹ですが、胸高直径が１メートルを
超えるものはめったにありません。主幹根元
直径が１．６メートル余りもあり、まれに見る

巨木といえま
す。また、地上
約１．５メートル
のあたりで６岐
しており、樹形
もおもしろいも
のです。

碧深く閑静な境内の聖明神

広島市天然記念物
指定
（昭和５０年４月１４日）

広島市天然記念物指定（昭和４９年２月１８日）

戸山郵便局

戸山カンツリークラブ
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。
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報
告　
【（
財
）広
島
市
歴
史
科
学
教
育
事
業
団
】

広
島
の
神
楽　
【
第
一
法
規
出
版（
株
）】

広
島
湾
頭
を
め
ぐ
る
歴
史
群
像　
【（
財
）広
島
市
文
化
財
団　

広
島
城
】

古
市
町
誌　
【
安
佐
郡
古
市
町
役
場
】

古
川
安
川　
【
広
島
都
市
生
活
研
究
会（
協
力
広
島
市
教
育
委
員
会
文
化
課
）】

ふ
る
さ
と
の
今
昔（
東
野
・
中
筋
・
東
原
）　
【
広
島
市
東
野
公
民
館
】

ふ
る
さ
と
や
ま
も
と　
【
山
本
史
を
つ
く
る
会
】

安
川
筋
の
郷
土
史　

安
川
紀
行　
【
織
田
武
宣
】

安
川
流
域
の
石
碑
と
道
し
る
べ　
【
安
公
民
館
・
安
郷
土
史
懇
話
会
】

安
古
市
町
史　
【
安
古
市
町
役
場
】

ロ
マ
ン
街
道　

下
向　
【
下
向
わ
く
わ
く
ま
ち
づ
く
り
の
会
】

倭
名
類
聚
鈔　

古
川
武
司
（
武
田
山
・
火
山
史
蹟
保
勝
会
）

山
王
憲
雄
（
里
山
環
境
保
全
み
ど
り
会
）

近
藤
基
隆
（
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
武
田
山
）

●
古
市
公
民
館　
（
☎
０
８
２―

８
７
７―

２
６
７
７
）

●
東
野
公
民
館　
（
☎
０
８
２―

８
７
６―

１
１
４
６
）

●
安
東
公
民
館　
（
☎
０
８
２―

８
７
８―

７
６
８
３
）

●
安
公
民
館　
　
（
☎
０
８
２―

８
７
２―

４
４
９
５
）

●
沼
田
公
民
館　
（
☎
０
８
２―

８
４
８―

０
２
４
２
）

●
大
塚
公
民
館　
（
☎
０
８
２―

８
４
９―

１
８
４
１
）

各
エ
リ
ア
の
散
策
コ
ー
ス
や
紹
介
施
設
等
の
詳
細
は
、
各
公
民
館
へ
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

●　
　
　
　
　
　
（
☎
０
８
２―

８
７
４―

５
１
８
１
）

●　
　
　
　
　
　
（
☎
０
８
２―

８
７
５―

１
７
６
０
）

●
佐
東
公
民
館　
（
☎
０
８
２―

８
７
７―

５
２
０
０
）

●
戸
山
公
民
館　
（
☎
０
８
２―

８
３
９―

３
３
２
０
）


